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創立 5周年記念

富士周辺の山と富士山について

村松敏彦

平成 12イ 11度 の活動計画の中で、平成 13年は創立 5周年を迎える事になるので、山の会

らしい行事を実施 して 5周年を祝 うという計画大綱が決定しました。数多いプランの中で

記念行事委員の投票の結果、今回実施されました 「富士周辺の山に登つて最後に日本一語i

い富士山に登って締める」計画が決 りました。

5周年記念山イ子委員

村松 柴 剰‖野(省)高橋(英)川 下 武内 北り|1 計 7名

*富士周辺の山とリーダー

山名         地域  ク
゛
レード

1月 石老山 (新年山行)道 志山塊  A
三ツ峠―黒岳   御坂山塊  B

2月 金時山

御正体山

3月 越前岳

菰釣山

4月  沼津アルプス

蛾ガ岳―三方分山

御正体山 (再挑戦)

5月  長者ガ岳―天子ガ岳

6月  毛無山

j詠親山

愛鷹山

り‐夕―゙

村松敏 )、 安田

中村(隆 )

細野鯖 )

安田

武内

柴

村松0降)

利
・
松(敏 )

箱 l・lt

道志山塊

愛鷹山塊

,ti月}ツく

東海

御坂山塊

天子山塊

御坂山塊

天子山塊

愛鷹山塊

高橋(英 )

大串(秀 )

斎藤

清家

Ａ
　
Ｂ

Ａ
　
Ｂ

Ａ
　
Ｂ

A

A

B



7月  雨ガ岳

八鉱嶺―七面山

*富士山のコースとリーダー

8月  8月 18-19日

富士山(A)

富士山(D)

8月 25-26日

富士山(B)

富士山(C)

浅間神社 コース  川下

須走 りロコース  原田(君)

天子山塊

南ア前衛

河口湖コース

富士官コース

外崎

細野(省 )

Ａ
　
Ｂ

日下

榊原

以上富士周辺の山シリーズ (14山)に延べ約 200人、最後の富士山 4コ ースに 45名の

参カロを得て、非常に盛上 りました。これも計画、実施等に数多くの努力された、担当リー

ダー及び積極的に協力を惜しまなかつた会員の皆様に誌上を借 りて厚く御礼申上げます。

この成功が未来に向けて会が益々発展、成長 していけばと切に祈るものです。



<1月 > 新年山行

石 老  lI_l

(694m)

リータ―゙村松敏彦 。安田みずほ

|

新リーダーの緊張感を胸に

211世紀の幕開けの新しい年、初めての山行

で参加者は多く、A, 3,CのりIに分かれて行

動をする。

当|IJ 11会に入会 して始めて、 リーダーを命 じ

られて緊張の内に行動する。定刻に登山 11に到

着するが、まわりの山は先週からの雪が残 り気

温は零度以下である。

三りIのなかでAり「が先頭を発つて歩く。山口

から積雪は少ないが雪道で滑りやすい。顕鏡寺

に藝1着するころには身体も温かくなり、雪道に

も慣れて歩行は順調である。

顕鏡寺からは大きな奇岩を見ながら進む。北

川斜面の急坂の道は一段と残雪が多くあり、し

かも、硬 く凍っているので汁|り 易い。アイゼン

の装着をどうしようか迷いながら半る。アイゼ

ンを付けないで雪道を歩くのも訓練の内と自分

で納得しながら進む。

石老山は今匝|で ■1度 日の金山で、五年前の公

開登山で参加 した時は、雨が降 り寒かったこと

を思い出しながら頂 Lに到着する。メンバーが

全員元気に登れて安堵する。

登頂 した時は明るく、周口1の 山並み t)見 えて

いたのに、写真を11設 るころには天候は一転 して、

ノト雪が禦Fい始め暗い冬の,天気になつた。急変づ
~

る山の天候を実感 しなが ら、全員アイゼンを装

着して下山開始する。

ド山j直 にも積雪はあるが、アイゼンがしっか

りと雪『niを捉え、ヒヤ リハットt)な く順調に ド

山する。大明神展望台に着く頃には人候は回復

し、Z望 は‖青オ■渡 り、明るレヽ太1場 の)Lが相模湖の

湖而iに キラキラと輝いていた。

メンバーの脚力は確実に上達しており、積雪

の中での登山でしたが、全員元気に ド山できた。

木熟なリーダーを援助 して頂きありがとうござ

いました。メンバーの皆さんに感謝いたします。

湖畔での懇規会は、食担さんの行き届いた気

くばりで、美味しい雑煮を1頁 き楽 しい 一時をi邑

ごすことが出来た。今回の新年山行から一年 111

元気で山に登れることを心に願い帰路に若いた。

B班リータ―゙松本 豊

"老い"の一部は岩に預けて

5周年記念山行第 1弾の石老山は名前のとお

り巨岩,奇岩の山であつた。残念ながら常 J」 山

の姿は見ることはできなかったが “老い"の ｀

部は岩に預けたお陰か足取 り軽く山行が楽 しめ

た。先 日降った雪があらこちに残っていて山頂

よりはアイゼン着用となった。このクラスの |||

でも場所によっては雪があり冬の山行ではアイ

ゼンの携行は必要であると認識 した。



やまなみ 高橋英雄

新年山行 親睦を深める

不i老 山は中央線沿線の相棋湖近くに位置する

山で、低山ではあるがハイキングコース、又は

軽い盗山としても人気がある|||で ある。 この

日は朝のうち天気はあまりItく なく|1音 い気分で

あったが、‖青れることを期待 し́て電車に乗る。

相模湖駅からバスで登山日まで。登山道を入つ

たあた りから雪が残っている。この雪は数 日前

に降った雪だろう。この雪を踏みしめながらの

山行 となった。争テく千にはその名の通 り「 1岩が

ゴロゴロあり、奇オの ^つ ^つ に工夫を凝らし

た名前が付けられてお り、成程と感心 しなが ら

挙る。石段を今 りきった FIの前に顕鏡寺が現れ

る。"時"が偲ばォじる落若いた雰囲気のあるJ「寺

である。融合見晴台よりの |りしめは、相棋湖が眼

下に、奥高尾の山並は雄大に広がって見えた。

山頂では南側に蛭ヶ岳や丹沢方面iの 山並が見ら

れたが、念願の富士山は見る事ができなかつた。

残念。 山並を眺めていると小雪が降 りはじめ

寒さもナ曽し、ド山に際し各自アイゼンを付ける。

思 うように取付けることができず困つていると、

普段の練習しなければの一言あり (リ ーダー部

長)。 下山の支度をして各班ごとに出発するの下

山の途中にも雪が残っているので歩行に注意す

る。この時間帯から天気もやや Lil復 しつつあ り

親睦会を楽 しみに、バス停まで急ぐ。各り[の「1

隔が拡がったためバスに全員乗ることができず、

若干 トラブルがあったが数分後には全員が無事

に相模湖畔に集合できたことはなによりでした。

早速親睦会となり、4刃141に食担をお願いして

ケンチン汁、お雑煮等がお、るまわれ美味 しいご

馳走であった。やがて記念写真とな り、意義の

ある山行であった。

概  要

|[|イ子,形工ヽ  日1計 り

期 日 平成 13年 1月 14日 (日 )

山 域 道志山塊
ll  的 新イ1=山 イ予t13辞■記念
参加数 28名
コ  ース

我孫子駅(539→相模湖駅(7:35/7:50→バス
石老山人「I(8:05/8:19～ 登山口～顕鏡寺～見
晴台～石老山山頂～大明神展望台～ピクニックラン
ド前歯ハ

゛
ス停→バス/タ クシー/徒歩⇒相模湖公園 (親

睦会)(12:15/12:40～ 相模湖駅(14:58)→我
孫 子駅 (17:01)



<1り1>

三ッ峠山～御坂山塊
(1,786 nl)  (littlli l,793m)

リータ―゙ 中村隆泰

突然の雪に

コース変更に悩む

天気 予報は 一「1日 午後か ら ■H日 午前にか

けて曇 りで、人事な時『 llイ杵 (富 lI展望)に雲が

…と家を出るときから気分が晴れなかった。西

国分寺駅で小 さな異変 ? いつもはかけこん

でも間に合わない電 lIIに 乗れた (実は JRのロキ

刻改定)。 お陰で 予定より30分 早く歩き始める

ことができた。 111キ ||]ほ ど11道歩きを強いられ、

達磨石から急‐登にかかる。雪混じりの山道には

凍結や崩壊地もあつたが、よく整備されていて

順訓1に登る。小屋に着くと、 211Jは‖青れだと

いう。低気圧の通過が少 しll■ まつたらしい。そ

の予報を聞いて写真マニアの人たた)が 夜半か

ら明け方にかけてどんどん Lが ってくるとか。

事実、夜半大雪の中を小屋に若く人が何人もい

た。夕食までこたつをりHんで歓談、ロープ結び

の実習などして過ごした。

翌朝、外を見てびつくり、快晴なれど雪深し。

夜中に降つた雪は 30cm以 上。朝食前に、寒風

吹きさらしの山頂で日の出を待つ。朝日に色づ

く富士山を見て、みんなでバンザイ、南アルプ

スにも照明があたり、山々が輝いて見えた。

その頃 リーダーの私は、今 日進むべきコース

に思しや脳んでいた。この積雪では予定の全行程

を踏破することは無Jllllで ある。ショー トカット

するとしたら、一つは 「三ッ峠山荘～稚l巣鷹山

～御坂尾根分岐～天 下茶屋分岐」を「三ッ峠山

荘～天下茶屋～天下茶屋分岐」に、もう一つは

「御坂峠～黒岳～広瀬」を「御坂峠～三ッ峠人

口」とし、黒岳を省略する。どちらも捨て難い

が、今回の目的の富士展望のため、黒岳優先を

決心 し、朝食時皆さんに確認 した。

この日はコースのほとんどがラッセルで、し

か t)、 何人かはぼつくり下駄に悩まされ′た。広

瀬へ降 りる途中で武藤 さんがアイゼンにガム

テープを巻くアイデアを提案、応急処置として

は良好であつた (サ イクリングで応急処置用に

いつも携行の山、山でも有効かも)。

悪戦苦開 しながらも、大きな富士山の声援を

受けて御坂山、黒岳経由広瀬へ無事下山するこ

とが出来た。しか t/広瀬の野天風11に 入る時「 1

はもうなかったの

|やまなみ 高橋芳恵      」

表登山道より三ツ峠山ヘ

111日  西国分寺で予定より51・ い電車に乗れたの

で、三つ峠駅には 30分早く着くことができた。

電車の中よりも真つ白な富士の雄姿、登 |||に |ま で

の道すがらの富士もまた良し。三ツ峠山は二つの

峰より成 り、開運山 (1785.2m)、 本無山 (1732m)、

御巣鷹山 (1775m)の 三山を合わせて三ツ峠山とい

う。

車道歩き 50分程で いこいの森 に至 り、さら

に 15分の達磨石より急登となつた。大山、馬返

しの急坂をジグザグに喘ぎながら登っていく。先

頭を行くリーダーは 「もう少しでお昼にします。J

と疲れを知らぬ様子で、必死に付いていくのがオ占

一杯。うんざりした頃に人十ノヽ大削iの広場に着い

た。 リーダーは前もつて昼食場所を調べてあった

のだと大きく納得。人十人大師は名前のとお り何



体もの石仏や地蔵が並んでいる面白い場所で、時

間があればゆっくり見たいところだ。さらに進む

と屏風岩にいたり、そびえ立つ巨岩に圧倒された。

ロッククライミングで有名な場所とのこと。名前

に似合わずなかなか硬派の山である。空模様が怪

しくなってきたので三つ峠小屋に急いだ。小屋に

荷物を置き、開運山に登った。頂上で方位盤を確

かめ、改めて富士に敬意を表 した。すそ野を広げ

た富士の姿は例えようがない。

小屋は登山客が少なく、三階の二間続きの広い

部屋でコタツを二つ繋ぎ、午後二時よりゆっくり

交流会となった。話は大いに盛上り、発展してロ

ープの結び方、片方を固定して片手で体にロープ

を結ぶ方法と実践さながらの研修会となった。コ

タツを囲んでゆっくり語 り合 う機会は初めての

経験であり、とても楽しかった。外ではかなりの

雪が降り始め、明日が案 じられたが、小屋の主人

は「明日は最高の天気になるよ」と自信満々の様

子。甲斐犬の ごん も「そうだ、そ うだ」と言 う

かのように尻尾を振っていた。夜遅くなって、写

真マニアの数名が翌朝の富士の撮影のため小屋

に駆込んだりしていた。

素晴 しいご来光と暁の富士を拝 し、

雪道をラッセル

2日 目 5時半起床。ご来光を拝すため開運山に 6

時 20分着。昨夜の雪は 30 clll程積った様で新雪の

なかを人の踏んだ後を見つけて、ずぼずば進む。

ご来光まで吹きさらしの頂上でひたすら待つ。東

の空がうっすらと茜色に染まりだし、富士もまた

紫色からピンク色に刻々と色を変えながらの光

のファンタジーは素晴しかった。「こんな見事な

富士を見るのは生れて初めて。」と心底思った。

全員で 「富士山」を合唱、そして万歳三唱。

小屋に帰つて朝食を摂 り 8時 5分に出発 した。

積雪が多く、計画ルー トを変更し三つ峠登山口に

一度下山し、天下茶屋より御坂山に登るコースを

とる。雪は思った以上に深く、ラッセルに苦労し

たが、皆元気に前進、前進。

御坂峠で昼食。アイゼンにつく雪が団子状にな

うたと笑い合 う。武内さんが甘酒を、武藤 さんが

コーヒーを用意 して下さり、その美味しかったこ

と。感謝、感謝。黒岳まであと 1時間と気合を入

れて出発。しかし積雪はさらに深 くなり、なかな

か思うように進まない。おまけに私のアイゼンは

プレー トを張っていない為やたら着雪 し、靴がか

なり思い。予定より時間をかけ黒岳到着。みんな

で握手。その先の展望台からの、河 口湖と共に現

れた富士山は絶景そのものであった。下りは展望

台の先をそのまま下 りるルー トをとる。南側斜面

で積雪は少なかったものの、湿った雪と土とが余

計にプレー トなしのアイゼンにからみつき、ぽつ

くり靴さながらに歩いては滑 り、滑っては転びの

連続で「どうす りゃいいのよ」と泣きたくなった。

武藤 さんの考案でプ レー トの代 りにガムテープ

を巻いてみたらということになり、試 してみると

何とかいけそ う。 しばらくの間は効果があった。

しかし何よりの効果はその間に、アクシデン トが

起きた自分 自身をパニック状態から冷静 さを取

戻 したということ。その後は滑つた り転んだ りし

ながらも、一足歩く度にス トックで泥を払い、ま

た一足歩き、ス トックで払いの要領で、何 とか下

山することができた。広瀬 5時着。その間、村松

リーダー部長 より付きっきりのご指導をいただ

き、ス トックワークや下 りの歩き方など教えてい

ただくことができ、大変良い勉強をさせていただ



いた。装備の点でもプレー トを着けていないなど

不備があり、帰宅後即対応 した。ただでさえ、雪

のため時間が掛っている上、私のアクシデン トも

重なり、皆さん楽しみにしていた温泉には入れず、・

ビールとそばで乾杯 し無事を祝った。

「皆様、本当にお世話様でした。」

この日、一 日中、富士は私たちに微笑みを送 り

続けて居てくれた。今 日のように夜明けから夕焼

の富士を見続ける経験も有難いことではないだ

ろうか。

「今 日の幸せに乾杯 !」

要

山名
三 ッ峠 山～御 坂 山塊

(B)
断研式 山小屋

期 日 平成 13年 1月 20日 ～ 1月 21日

山域 富士周辺 地形図
河口湖東部、河 口湖

西部 (2万 5千図)

目的
富士山展望。創立 5周

年記念山行シリーズ。
費用 14,500円

行

間

歩

時

1日 目 4:35(ネット3:50)、 標高差 :1,176m
2 日目  8:55 (ネット7:15)

リータ―゙ 中村 (隆) 1 参力1数  112名

日

程

コ
ー

ス

１

日

目

(我孫子駅(千代田線)5:33=新松戸=西国分
寺6:46=高尾 7:10/7:12大 月7:50/7:52=三

ッ峠駅 8:20/8:35～達磨石 9:50～股のぞき
10:25/10:35～八十人大師 11:35/12:00～

三ッ峠山荘 12:55～三ッ峠山 (開運山)

興  三ッ峠山荘泊 (夕食 18:00)

２

日

目

山頂 6:20、 ご来光 6:49～三 ッ峠山荘(朝食
7:05)8:05出発 ～三ッ峠登山口 8:55～天
下茶屋 9:25/9:40～ 天下茶屋分岐 10:05～

御 坂 山 11:0ワ 11:15～ 御 坂 峠 11:F。 5(昼
食 )12:45～ 黒 岳 14:05`1420～ 展 望 台
14:25～広瀬 17:00そばタイムー(タクシー)―河口

湖駅 18:42=大月 19:53=我 孫子 22:28着

(計画)三 ッ峠山荘～御巣鷹山～御坂尾
根分岐～天下茶屋分岐

〔コース変更〕積雪を考慮 し、御巣高山
から北へ下るコースをやめ天下茶屋経由
に短絡。■―スタイム 1:15短縮。雪によ
る遅れ 約 2時間。
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<2月 >

時
(1,2131n)

リータ―゙細野清子

乙女峠でついにレ・・

しくて大合唱三回

金時山は箱根外輪山にある顕著なピークで,廿

は猪鼻獄 と呼ばれていた。竜謡
「金太郎」でお瑚|

染みの、坂口1金時が、幼児j明 この山でサル・クマ

を友として錬成 し,源頼光にlJLl天 上の一人として

登用さオしたという伝∂tか ら,金時山といわれるよ

うになつたらしい。また、戦後山項の茶屋に若い

小見山妙子 さんがけなげに 1)´ 人で住み、「金時

娘」といわれてハイカーの人気が高まつた。

金時山は、pll仲 だ岳 。明ム1だ 岳・矢倉岳などの外

輸山中最高峰の山頂は,富士山の絶好の展望台で

ある。だからこそ 5周年記念山行シリーズのひと

つに数えられたのであろ うの初めて金Hキ 山に今つ

た時、眼前に迫 りくる宙 ILの勇姿にいたく感激 し、

頂上で見惚れ時の過ぎるのを忘れた事:を思い出す。

関西の人の多くが富士に憧れるように、京生まれ

京育ちで富士山に憧れ,高速から見える遠 くの富

士にも「富士山が見えたと興奮 して しまう姉」と

数年前、一緒に金時山に登つたことがある。首都

高から見える富士でなく大きな大きな富士山に感

激 し、何度も「いいわあ～登ってきてよかつた」

といっていた。 どうぞ、今
「

11)り つばな富士が見

られますように。

小 [ヨ 急線小田原駅で,箱根登山鉄道に乗 りかえ

る。小田原駅からバスで仙石までが座つていけて

よいと本にあつた。バス会 |卜に1用 い合わせたとこ

ろ、交通渋‖「 でバスがおくオじ́ること1)あ りえるの

で,湯本まで電 rllで 行くのが確実です, と教えて

くれた。′lヽ lR原駅についた トタン、湯本行きの電

11の 発車のベル。斎藤 さんの忠告どお り 1番前に

乗つていてくkかつた。登山鉄道の駅名や地名は「箱

根駅伝」にとおる地区でなじみぶかい。 1台速い

電1,に のれたおかげでバスまで 30分 くらい余裕

がある。待つ時間がもつたいなし料金もあま りか

わらないとい うことで、タクシーで登山口まで行

くことにづ
^る

。

企時山へのルートは乙女口 。仲キ11日 ・仙石日の 3ルー

トある。今回は私がまだ登ってない仙石 日からのば

ることにする。ところが、なぜか着いた所は「力ll

社日」でした。たまげたことに、境内にはいると

雪。踏み固められてはいるものの 30～ 50センチは

積もつていそ う。アイゼンを履くのは 2度 日とい

う人もいて、練習のいみもこめて早々にアイセ
゛
ンをつ

けて歩くことにする。仙石からの登路が合わさる

まで樹林帯の中でずっと雪があった。尾根道にで

てもところどころで雪が消えていたがアイゼンは

はずせず、頂上まで装着 した。登山道では幾つか

のグループと迫いつ抜かれつであつたが、瞑 11で

はたくさんの人が昼食の最中で、座る場所を見つ

けるのに時間がかかった。頂上には、二
'日

1の茶屋

がある。富士山側に下がつたところにあるのが、

元祖金時娘の小宮山さんのいる茶屋で、この IJ()

髪をお下げにした独特のスタイルで仕事をさオl′ て

いた。 もう片方の小屋には金時山登頂○○|[1記念

と/Jヽ /Jヽ れた手ぬく
゛
υ功 い`くつて)かべ 1司1こ り1上|さ ォ1ン

ている。 しかもその回数たるや 3 0 01rllや 500

回とい う数でお どろいてしまう。 トイレt)あ る。

富士山や箱根の山々の展望が素晴 らしく、いつ 1)

なら、「天下の秀峰金時山」と書かれた巨大な看板

のまえで富士山をハ
゛
ックに写真が撮れるはずなのだ

が一―。残念ながら、富士の姿を捜 したが裾野がわ

嬉



ずかにみえているだけで、あとは厚いく t)に おお

われていた。 l FI官 :l,の 姿を見たい人で、頂 11は

込み合っていたのだ。私たち()^11みたさにいつ

もより時‖|を かけて食事をとるが、雲厚く晴れそ

うになくおまけに少々寒いので、 ド山することに

する。

ド山路は乙女峠を ドる。雪がついているので慎

重に下る。急坂をくだるとやや登りにな り、右に

美 しいブナ林が長尾山へとつづく尾根道を行く。

長尾山頂は展望がよく芦ノ湖がみえた。途中何度

()木々の問か ら)で 1)富 士が見えないかと立ちどま

つた り、振 り返つて JLた りするが、ますます雲が

厚 くなったような気がする。「今「|は もうダメだ

ね」とあきらめていたところ,ナ ン ト乙女峠に着い

た トタン「ワァー」と歓声があが り日の前に美 し

い富士が姿をあらわした。頂上から裾野まで姿を

みせてくれたのだ。まるで私たちが乙女峠に到着

するのを待っていたように。カンゲキカンゲキ。

けれどt)いつの間に前方に現われたのだろうか、

まるでキツネにバカサ レたみたいだ。 lll速、高橋

方恵さんのリー ドでテーマ ソング「富士山」の大

合唱。嬉 しくて三口くらい歌つたかな。

同じ下るなら富■fを 見ながらと、徊り投場tuの トンネ

ル前に下る。乙女日の駐車場 ()雪はビッチリあつた。

バスを待つ時間も富士を|リヒめる。時々雲がかか り

見えなくなるが、 しばらく待つているとまた姿を

見せるのだ。

箱根・御殿場 といえば7m泉。 ここまできて湘.泉

に浸からない手はない。企裸を常十に7F4Lら れるて

るように気恥ずか しいくらい間近に富士山が見ら

れる『乙女の湯』にて、つかれを癒す。残念なが

ら今日は雲のサングラスをかけておられました。

アーゴクラクゴクラク。

やまなみ 小川誠二郎

富士は日本一の山

朝 5時、家を出て空を見ると厚い雲の切オし́日

から月が輝いていた。 しかしす ぐに雲に隠れて

しまつた。きょうは富士山を拝みに行 くのだか

ら、お天道様tお願いしますと祈 りながら我係

子駅まで 25分歩いたが月は顔を出さなかった。

雲は相当厚いようだ。 きょうの山行は、 岳メ、あ

びこ5周年記念の富士挙山に備えての 15[!|シ リ

ーズのひとつで、そのシリーズはいずれも宮 lf

山を見る趣旨で計画されているから、是り11宙 十

山を見て来たい。

新宿で小田急の急行に乗るとき、斎藤 さんが

よく心得て茅Sら オし■r、 夕lliれ の最甫年部に乗り、 ノト

田原駅では降 りるなリプラットフォームの先の

方へ走って登山電車に乗車、即発車。妙なダイ

ヤが長年続いていることだ。箱根湯元で降 りて

バス停に向かうと、タクシー運r魅手が何人も寄

つて来て、5人で乗ればバス代と同じとのことぃ

なるほど。 10人だからちょうどいい。2台でてヽ

山日の公時神社入日に直行。なかなか能率的。

準備運動などして登 り始めるとたちまち雪道。

しばらく行って道の脇でアイゼンを着用 した。

一週間前に荒船山でアイゼンを着用 したばか り

で、練習の機会に恵まれることよ。荒船山では

交代でラッセル しなければならなかったが(き

ょうはきれいに道がつけられていて、それを辿

るだけ。登 り道は階段状になっていて、さくさ

くしているから、これは多分夏場より足元は楽

なのではなかろうか。

先頭は斎藤 さん。盛んに気を遣って抑えて抑



えてゆつくリイトっておられることがよくlqる が、

そオしでもなかなか速い。10本爪の足跡を追 うと、

歩幅も大きい。1`L能 のいい人はイオtい ものだとい

たく感心 しながら懸命に後を追った。

雲は厚い。麓の声ノ湖や■1を被ったゴルフ場

は ^面 に灰色のムー ドながらきれいに見える。

雨や雪が降る恐れはないが、富士山は絶望的。

富 ilI山 を見るには色々の幸運が重ならなければ

無理との話。 甲‐朝とか風のあるときでないとと

か、あのときはだめだったとか、あのときはよ

かつたとか、休憩のときひとしきり。いずれに

せよきょうは駄 IJみたい。

頂上手前で休憩 して、そのあと 一気に 7分ほ

ど登るとそこが金時ノlヽ 屋。50人 ぐらいの先客が

小屋の外のテーブルで食事している。我らも早

速食事 とする。高橋芳恵さんにしるこの小袋を

1頁 きお湯で溶かして頂くとこれは美味。これか

らはこれを持って来ることにしよう。

外1倫 山はくつきり見えるのに、その 11は雲が

涌き上がっていて、富士山はとても無到L「金時

山 1,213メ ー トル」の大きな標識の前で記念写

真を撮って出発。下つたり登った り、狭い道な

どあつて足元を気遣いながら雪道を行く。乙女

峠手前の広いところで被服調整。「少 し脱ぎま

す」という女性に 「少 しと言わず全部1)ιいでも

いいですよ」などと、是、 IL苦波羅二非ズヤ。

そこから一息下つて乙女峠の小屋に到着。 と、

おおつ。富士山が顔を出しているではないか。

皆、崖の縁まで駆け寄る。

富士山の頂上とその両l1/6が 、開き戸のように

僅かに開いた雲の問からはつきりと顔を出して

いる。皆で見惚れていると「隠れないうちに写

真、写真」の声。カメラ係の中本J‐ さんが早速撮

影。次々に降 りて来る事山客が都度同様の歓声

をあげて岸の縁に駆け寄る。「もう 一歩前進す

ればもっと見えますよ」などと。 1隠れる心西己と

は1■ に、富士山は次第に全容を現して来た。た

ちまちのうちに空も真っ青。高橋芳恵さんの発

声で、全員で富士口|の歌を歌うの 151!ilシ リーズ

で毎 lllj必 ず歌 うことになつているとのこと。

「♪頭を雲の上に出し ♪四方の山を見 下ろし

て ♪雷様を下に開く ♪富士は 日本一の山」。

本当に富士は日本一の山だ。麓まで雪を被つて、

柔らかい〃[に ゆるやかな装がある。雲の陰が斜

めに走って、これは横 L[1大観もしばし筆を lLめ

て見惚れるのではあるまいか。あ―、きょうは

来てよかつた―.

下山にかかる。よかつたね―を繰 り返す。深

い雪をきれいに掻き分けて道を作ってくれてあ

るのを下る。本々の間から富士山が見える。思

いの外早く乙女峠の駐車場に着いた。アイゼン

を外す。温泉センターに行くバスは出たばか り。

次のバスまで半時間ほど待つ。ここからは宙「L

山の全容の眺めをほしいまま。乙女1味を通 i邑す

る車が次々停車して、写真を撮っては去って行

く。新宿行きのバスに乗つて温泉センターヘ。

温泉では湯船から一面のガラス越 しに富士IJ_|が

見える構造。実にオツなものだが、残念なが弓、

頂上に雲がかかって しまつた。それでもいい。

きょうは充分堪能させて頂いた。

バスで御殿場駅に出て、御殿場線で松「llに 出

る。凪 御殿場線は結構洒落たボックスシー トの

車両の二両連結。御殿場線は初めての人もいて、

これはめっけもの。松田では1階段を降 りて トン

ネルを潜って改札口を通 り外に出て、小川急に

乗り換え。代々木上原経由我孫子まで御殿場か

9



ら 3時間あまり電車に揺られて無事帰着。きょ

うはシリーズ 15「:|の うちの 31141目 。全部に参加

するという人もおられて,見帽。全部に参加とは

いかないがなるべく多くのlnl数に参加 して、富

士帯山に備えたい。

皆さん、いい富士山を見ることができてよか

つたですね。色々有難 うございました。

[柔肌に薄雲を掛け雪の高Jf 誠二郎]

コース :概  要

山 名 金時山 (箱根 )

期  日 14成 13年 2月 11日 (11)曇 り後晴

口Ffi診式 ロリilり        |ク
゛
レード IA

目 的
そりゃナン トいって (〉 富 lfの展望でし

ょう。5周イト記念山行シリーズ

企  画
5周 年記

念
歩行時 ||‖ ネット31時間 2()分

費 用 4,010111 よ也り形|ス | 1月本、御殿場

リータ―゙ 細野清子 参力|1数 1()名

程

コ

|

ス

1l FI

我孫 子駅発 .IR05:30=目 暮里06:00=新 宿
06:30/小 |‖ 急急行 06:46=小 田原 08:15、

登山電 1に 発=箱根湯元 08:25/タクシー2台
08:36-公時神

`11人

li1 09:0()/09:15～ア

イゼン装着 09125/09:35～ 金時山頂上

11:12/(昼食)記念撮影 11:45111発 H:50
～乙女峠 12:40/12:49～ 乙女峠駐 車場

着 13:10/1314,6-温 泉ヤンター14:10/15:10

(人 浴 )/バ ス発 15:50-御殿場駅
16:08/16:13=新 松‖116:55/小日1急松

‖117:05=代 々木 li原 18:15千 代 IH線

18:28=我孫子駅帰着 19140

ルート状況

南峰直 ドの鎖場はななめに傾斜し足元
が悪い。登り初めから、ここまで人と

会わず。

鹿岳からの展望は妙義の岩山、荒船、
雪の鼻山、浅1川 隠、赤久縄山。
下高原の山オ|と 人々はやさしさで満ち
あt、れていた。

10



<2月 > <4り 1(llチリ
`戦

)>

御正体山
(1,681.4m)

リータ―゙安田みずほ

完敗に乾杯 :?

道志山塊最高峰の御lE体 |11を 2月 の半ば、5周

年記念山行任T士周辺を登るをテーマに計画した

が私 リーダーの米熟さゆえ途中引きl厘 しという

結果になってしまつた。その原因は

① 例年にない大雪であつた事。

② 計画の llさ 。登リルー ト「 |‐ 画の失敗。 (ルー

トが4ケ所ある。)

③ 最初の登り日を間違えた事での時間のロス。

天気は良かった。タクシーの運転手さんの話で

′ま「1月 末に降つた人雪がかなり残っているが御

正体山にも登つている人はいる。J細野からにす

るか、道坂 トンネルからにするか迷つていたが

「道坂からよく登られている」との話で道坂 トン

ネルからに決定し′た。「行けるかな ?J「大文夫、

行けますよ。」メンバーの励ましに安心して今り

だしたが、第一歩の合りIJを 踏みあとをたどって

行ってしまつた。 (こ こはまつすぐ直登する日印

がついていたのに見逃した。ここでのロスはかな

りの時間の消耗だった。)

武藤、武内両氏のラッセルにて政道の小枝をは

らいながら、雪に足をとられないようにと、だが

思 うようには進まない。12281n峰 当たりで山のか

げから富士山が少し見える。青空にはえ真つ白だ。

ここで写真を撮っておけばよかったと後で悔し

がつた。再挑戦に参加できなかった皆に・・ 。残

念。原田和さんがズボ、ズボと雪に足を取られる。

なぜ ?

引き返すか進むか決断を… 。ああどうしよう !

本当にどうして良いのかわからなくなつて、「も

う少 し行つてみましょう」しかし皆もこの1時点で

無理かな ?と 思ったかどうか、あとひとつ山を越

えれば御正体山はそこにある筈なのに、遠く重く

感 じた。「引き返 しましょう !」 そ うです。 111は

ピークハン トだけが日的ではないはずです。行け

ば行けたかもしオしないが。

下山の足取 りは重 く、疲労を感 じ足が _llが らな

い。都留市駅前でラーメンが実にうまかったのは

なぜだろう。高橋潔 さんの言葉を借 りて完敗に1吃

杯 !

¬

雪と枝に はばまれて ロロロ

この日は、寒さは厳 しいものの風もなく‖li人 と

いう天候に恵まれた。道坂 トンネルでタクシーを

降 り、各自スパッツ、アイゼンを着ける。私は
'Li

の深さとメンバーのiF々 に相当びびっていた (お

そらくこの深い雪山の木経験者は私だけな /υ じ

ゃないかと)。

雪山は登山道を隠 し、「さあ―どこからでもど

うぞ」といった風に見えた。赤いテープなどの標

しが見つ か らず 、 どこを どう挙 ってい るの

か ???い きなりの胸をつくような急坂が続 く。

新雪に片足をとられ、笹や本の枝が顔を撫で、た

たく。「私にかまわないで !Jと |け|^びたくなろほ



ど、枝にはばまれた。兄晴 t/の ほとんどない尾根

道のアップダウン。途中御 ll:体 山の陰に白い大き

な宙 lf山 が ::分の ^?ほ ど見えた。あの御正体山

にrト オしばぁの大きな富士山が 日の前に現れるの

だとllFXJが 躍るが、はやる気持 と裏腹になかなか進

めない。り〔Lが踏め lliが
出来るかどう力J時 1詢 との

勝:負 ではあったが、 11の 当る場所での昼食時に武

藤 さんの熱いコー ヒーで元気をいただき、いける

ところまで登 りたいという皆の希望で 一時 14頃

まで頑張る。 |11頂 も見えているが、その先の状態

を考え、やlTな く引返すことになる。私が足を引

張つたん じゃないだろうかとの思いが去来する。

皆の気持を察 してか、せっかく高い山に登つたん

だからと、外崎さんが、あれが :■つ峠で・ 。と説

明 して 下さるが、足を引張る雪とちょっかいを出

す枝に悩まされて、正直言ってどこをどう歩いた

かほとんど記憶に無い。り1返 しの道の長く厳 しか

つた事。タクシーに乗つたとたんに寝てしまった。

でも夏に足非登つてみたい魅力ある山となつた。

概 要

|] H寺 平成 13年 2月 17日 (上) 晴れ

目 的 5周年記念、道志山塊最高峰を登る

費 用 約 5000円 (ホ リデーパス使り]])
行

間

歩

時

5 11寺 1問

30多〉

グレ

ー ド

列
者

Li女 Fl, S Liヽ月纂、れ1聟口青、糸|:1野省

外崎、斎藤、高橋英、武内、山西、原田

和、高橋潔    計 11名

|■ |■ス|

我孫子駅 5:33千代‖]線 =匹ilINl分寺=官 JI急都
留市場く8:15(タ クシー)

道坂 トンネル 9:00～ 1228m峰 10:30～川 下
の丸～昼食～引き返し 12:30～道坂 トンネル
15:10(タ クシー)一 部留市駅=大 月=高尾=
我孫子駅 20:00
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再挑戦 ! リータ―゙安田みずほ

やは り素日青らしい

それから2ヶ 月後の 4月 22日 有問山から変

更して参加してくれた 5人の仲 |‖1と 共に、御正体

山の再挑戦山行を行った。雪もやつと無くなり、

ルー トを細野集落の三輪夕II社側からに変更した。

‖青れてはいるものの富十山は拝めないかも?そ

んな不安が頭をよぎる.ri輸神社からに変更した

のは峰宮跡からの富十の |りしめは絶景とのガイ ド

ブックの言葉を頼 りにしていたからです。 (前回

は雪の為、急な道と凍っている可能|イ liが ありこの

ルー トは敬遠 した。)はんとにすごい急金で、峰

官跡までず―と登 りつばなしで、あえぎあえぎ登

る事 2時間。鹿留林道との合流地点の峰官跡は林

に囲まれてひっそ りとしてる。樹林の1問 から真つ

白な富士山が見えたときはおもわず万歳 !で し

た。ここから30分足らずで御正体山山頂である。

雪の多かったあの 2月 ころはこのルー トでも来

れただろうか ?無理だったかもしれない。口1頂は

山梨森林 100選に選ばれてお り勁i吹きの本々が美

しい。山瞑は展望は無いが広くお昼にはゆつくり

くつろげる。よい日和で、武内さん差入れのぜん

ざいが甘くて美味 しいの大展望はないが右側に富

士山を木の間から見ながらの山伏峠への下山。と

いつてもしばらくは歩きやすい尾根を前の岳、中

の岳、奥の岳と小山を越えていく。げんきんなも

ので、山伏峠への長い道のりも足lFmり が軽く、2

月に引き返 した時の足 1反 りの重さが嘘のようで

あつた。奥の岳辺 りで例のごとく (富 Jl山の歌を

大きな声で歌いました。)山伏峠分岐からは急な

坂道、下 り道。小石がザラザラしていて危ない、

危ない。呼んでおいたタクシーで平野バス停まで

峰一］同日取塊山士心
道

行きバスで富士吉田|りくまで 1時間
｀
11。 駅ビルの中

のお蕎麦屋 さスノで反省会。 (今 日は本・ 1に ltかっ

た !良かった !) 2月 の時、途中やむなくり|き

返 しましたが 5周イli記念 ||1行 とい うJ「 もあ りII「

度計画、無事目的を果たせて皆さんのご協力に、

感胡|!あ りがとうございました。今llil行 けなかっ

た人も是非、 lll度 御正体山に行ってくださいね。

ピラミット的な美 しい大きな山。御 iF休 山は、や

は り素晴 らしい道志山塊最高峰にふ さわしい山

でした。

Ｌ
ト ‖キ I「成 13イ F‐ 4り1 22日  (卜 |)

日 白勺 再挑戦山行 (5周 年、山頂に立つ )

費 用 約 5,200円 (ホ リデーパス使用 )

歩行 時間 5H寺問 40分

参 加 者 L安田,SL武内、村松敏、中村降、
大串恵、大串秀     計 6/rl

|力 ■不|

我孫子駅 4:53千代日J線 =人王子 (松本行き)6:
34=富士急都留市駅 7:38(タ クシー)一 _1中命
神社 7:55～登山口8:25～峰官跡 10:20～御
正体山山頂 10:45/11:25～前の岳～中の岳～

山伏峠分岐 12:55～山伏 トンネル 13:35(タ
クシー)一平野バス停一富士吉田駅 (ホ リデー

快速)15:48=立川=西国分寺=我係子駅

Ｏ
υ



く 3月 >

越 ェ副
５０４

岳
(1, 0

リータ―゙武内勇二

1.は じめに

富士山のほぼ真南に南北に長 く愛鷹連峰が連

なるが、越前岳はその最北端にあり連峰の最高

峰である。この山塊の生成は富士山よりも古く、

標高も高かつたそ うである。

1月 より始まった岳人あびこ 5周 年記念富士

山とその周辺の山シリーズの第 5弾山行兼新人

歓迎山行のリーダー として始めてこの山に登る

こととなつた。

正確に言えば、越前岳は今回が 2回 日である。

1回 日は今年の 2月 、偵察のため十里木高原か

らの往復でこの頂きを踏んでいる。その時はま

だ雪が多く麓からずつとアイゼンを着けたまま

登つた。小雪のちらつく空模様で、展望はほと

ん どなかったので、今回こそは富士や伊 1豆 半

島・駿河湾の大パノラマをみたいと楽しみにし

ていた。

2.愛鷹登山口～黒岳～富士見台

前日昼過ぎからの雨がかすかに残つてはいた

が天気は回復 との予報に期待 しながら登 り始め

た。 3班に分け A班のリーダーに清家さん、B

班を約‖野 (清)さ ん、そして Cり1を安口|さ んに

お願いした。

最初は うつそ うとした杉林を行き、潅本の中の

道を辿るとまもなく愛鷹山荘に若く。山荘の右

を登るとすぐに黒岳・越前岳間の稜線に出た。

小体 ILの後、黒岳に向う。富 Jfの演習場か らの

射撃の音が聞こえる。使 うことになつたらそれ

こそ大変だが、現実には使 うこともあるよいに

副1練が本当に必要なのだろうかなどと思いなが

ら歩む。黒岳 (1,086m)の 山頂は官 」1の格好の

展望台とのことであるが、相変わらず雲に覆わ

れて何も見えない。黒岳より往路をひき返 し越

前岳方面に向か う。最後尾の BりIと 別

'´

し約 10

分ほど先行する A班、C班を追走することとし

た。

残雪がみられる(に うになり、問もなくルー ト

は雪の中を行く程になった。所々アイスバーン

になつてお り、注意 しながら先を急いだ。先行

のパーティに追いつ くのはかな りのスピー ドを

必要とする。息がきれた。鋸岳展望台す ぐ手前

でようやく C班を提えて同展望台で休憩中の A

班にも会 うことが出来た。昼食を富士見台と決

め、A,C両班は出発、約 15分遅れでやつてきた

B班 と再び合流 し富士見台に向つた。

3.富士見台～越前岳～十里木高原

雲が少 しずつ晴れ青空もみられるようになり、

富士見台手前でついに待望の富士が雲の 11に顔

を出した。昨夜の山麓の雨は富士山げ〔付近では

雪だつたようで青空の下で真っ白に輝いている。

しかし、雲の流れは早くまたまた富士はベール

に包まれてしまつた。

富士見台で A、 B、 C全員で昼食の後、越前11ヘ

の最後の登 りにかかつた。アイゼンを着け、足

元をかためた人もいた。なくても危ないと言う

ほどの事はないが、着けた方が安心できる。
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であ り、いつまで見ていても見飽きることはな

い 。

5.新入歓迎会

東屋の樹iに シー トを敷き、4～ 5刃l介 |「 1の食

担がケンチン汁を作ると準備完了。新人111当 の

細野 (省 )さ んの発声で乾杯。坪井 さんご人友か

らビールのさしいれまでいただきおかげで汗1、

おつまみたつぷり。ケンチン汁も具がたっぶ り、

味もよく好評だった。新人・ 1国 会員の自己紹介

で話しが弾み、細J予 (省 )さ んが誕41「 |と わかる

と皆で ハッヒ
・′イバ―スデイトゥ ュウを合|llし て還肝を

お祝いした。富士山を屏風に立てての豪中:な 新

人歓迎会となり、山行 リーダーとしてはっとllrlll

をなでおろしつつナ|:路 についた。

|やまなみ 高橋寿江      J

越前岳瞑上はliが解け泥んこの状態だつた。

相変わらず雲が■れ込み宮 :|:は想像するしかな

い。ここで会友の坪井さんの人オキの出迎えに会

つた。坪井さん本人はゆつくりと登つてくるは

ず とのこと。 1昨イFσ )'11:|IIで σ)ア クシデン トか

ら回復、 トレーニング開始とのことで何よりで

ある。全員で記念撮影の後 |‐ 11木 高原への ド山

にかかった。

4.富士山力tみえた 1

潅木帯の中をほぼ一直線に下り、馬の背 とよ

ばれるあたりを過ぎると視界が開け冨士の裾野

に広がる雄大な景色が|1民 前に広がる。 11空 の雲

が切れ青空が顔を出すまでl~な つた。そして、

ついに富士山がその企容を現 した。年後の陽射

しを浴び白い雪のベールをまとって答えサつ さ

まは何 とも神々しい。「日本人は子供の時から

富士の歌を歌い、常 J:の絵をl llい て育つ。自分

の上地の一番形のいい山を指 して何々宮上と名

づける。最も美しいもの,最 も気高いもの、最も

神聖なものの普遍的な典Jllと して、いつも挙げ

られるのは不二の高嶺であった。」 (深 |‖ 久弥 卜|

本百名山より)富士山は 11本 人の心のふるさと

待つて待つて待ちわびて

あきらめかけたその時に

ドドーンとお出まし富士の山

新人歓迎山行

週間予報では雨、ああガッカリ。「体力は落 )́

ているだろうし、最初から雨では辛いなあJと

去年の 5月 以来の山行に不安な気持ちになる.

前日の予報は回復に向かうとのこと。ヤッター。

当日は時お り明るくなるも朝からΠ寸の中、バス

は出発した。窓も曇って視界無し。予定より 30

分早く林道入 り日に着く。武内リーダーの 「大

丈夫大丈夫、‖青れる晴れる。」と自信にあふオ■ノた

言葉に元気づけられ、きれいに枝打ちされた ヒ

ノキの植林帯を行く。神社入日の鳥居で衣服訓1
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整をし、―ち日、入れて登山道に入る。秋にはカサ

コソ音を立てた落ち某 t)、 弾力のある腐業上と

化 し、靴底に気持ちがよい。雪の重みで折れた

真新 しい枝に今年の雪の多さを感 じた。樹林帯

の間から、雪の残る涸れた沢や苔む した岩、木

の根や浮き石に注意 し、無人の愛鷹山荘脇をひ

と登 りすると、黒岳と越前岳を結ぶ尾根に出た。

見晴らしはないが雪が片隅に残る小広い富士見

峠で一体みして、足元のぬかる尾根道を黒岳に

向かつた。

黒岳山頂は一面雪で覆われて寒い。ベンチが

あり、ゆつくり展望を楽 しみたいところだが、

本 田視界ゼロ。「カシャ」写真だけ撮って早々に

引き返 し越前岳に向かつた。

まもなく登山道は雪に変わる。北白ガレンの

縁を一歩一歩慎重に登る。疲れ と雪でたびたび

バランスを崩 し、こわい思いをしながらやつと

の思いでついて行く。つらい、苦しい、もうヤ

ダーとその時、足に違和感・・。 トレーニング

をして臨んだが、しばらくぶ りの山行、雪のお

まけもつき足元に神経を集中したせいか、足が

つつてしまつた。細野さんからアイゼンを借 り、

「ザック」を軽くする為、荷物 とアイゼンを恵

子さんが持つてくれ先に行ぐ。「なんとも不覚」。

優 しく力づける外崎 さんにもお世話にな り、B

班の中村さん、追い抜き際に、ハイ と魔法の回

復薬 (?)を 手渡 してくれた。皆の優 しい気持

ちと自分のふがいなさにウルルルー。「ザクザ

ク」とアイゼンを着けた足は軽快に頑張り出し、

一息登つて富士見台の皆に追いついた。ここは

五十銭紙幣の図案になつた所との説明あり。だ

が本 日視界ゼロ、紙幣を知らないので図案の富

士山を想像する。

越前岳の山頂は、日が射 し明るく見Π青らしも

良くベンチもある小広い場所だが、足元は雪解

けでぐちやぐちやの ドロンコで最悪だ。富Jlの

展望は望めないが、芽吹きはじめた山々の緑は

すがすがしく風もなく穏やかで、山頂は本の気

配が全身に感 じらオした。

ズボッ、ツルーと埋まつたり滑つた りするた

びにあちこちで声があがる急坂を慎重に ドる。

本々の間から十里木高原が見え隠れすると、い

つしか雪もなくなり、暖かい日差 しの中、lf[の

広がるカヤ トを下りる。なかなか姿を現 さない

富士に、写真担当の松本さん我慢できずに証拠

写真 と言つてシャッターを押す。展望台で遊ぶ

子供達、所々野焼きされて黒々

まだら模様の草原、遊歩道の階段、下で手を振

り迎えてくれる坪井さんの姿が日に入る。突然、

「出た 出た 出た !」 「何 何 何 ?」 「富士 富

士 !」 。富士山が出た。思わず見上げる日の前に、

大きく広がる雄姿に、「ファー、間に合つた。写

真写真。」と武内リーダーは慌ててシャッターを

押す。あきらめていた富士山はやつとその仝容

を見せてくれました。広々とした十里木高原の

東屋で、食担の五期生と手際の良い四期 Jlの お

いしい トン汁で、車座になつたシー トの 11で坪

井さんご夫妻も交えて、新人の歓迎会が開かれ

た。雨模様で心配したけれど富士山をバックに

広い高原のおいしい空気の中、飲んだり食ベ

たりの大宴会。雄大な富士の姿は疲れを忘れ さ

せ、お腹も心も満腹にさせる日本一の山でした。
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山行データ

山名 越前岳 (愛鷹連峰 )

日時 平成 13年 3月 18日 (日)日帰 り

目的 富士山 薔駿河湾展望

新人歓迎会

交通 貸切ハ
゛
ス(往 )我孫子駅北口～愛鷹

登山口 (復)十里木高原～我孫子

行程 愛鷹登山口 8:30～愛鷹山荘～黒

岳～富士見台(昼食)12/15/12:40～

越前岳～十里木高原 1450
参加 会員 27名  (男 11名 、女 16名 )

現地参加 会友 1名、他 1名

費用 4,200円 (酒、おつまみ込み )

17



<3月 >

菰釣山日高指山
(1,348nD   (1,741111)

リータ―゙柴 勇

いつかまた、残雪の頃に

道志の森キャンプ場からゆつくり歩き始め

る。キャンプ場は静まり返つて人影はない。

水筒に水を各自詰めて、ゆっくり歩き始める。

今夜の夕食に花を添えようと、山菜取りを始

める。 しばらくすると、フキノ トウが、3佃

丁度よい大きさのものが見つかる。水品橋を

過ぎてから残雪があらわれる。今年は雪が沢

山降ったのでもつと残雪が有るものと期イliし

ていたが少ない。それでも残雪が中地半端な

ために歩きにくい。 ‐
部ナ|‐側が急斜面で細い

道が崩れていたため、張つてあつたロープを

上手に利用して慎重に トラバースする。城ガ

尾峠に着いたのは丁度昼食時なのと、暖かい

日差 しが差 していたので、本製のテーブルに

思い思いの弁当をひろげて、おしゃべ りを楽

しんだ。峠には残雪が無くt111に も春は駆け

足で訪れていた。 避難小屋まではり`∫沢らし

い縦走 トレールが続いて、静かな山旅を楽 し

んだ。 ところどころにブナの林が現れ、野鳥

の声もする。人の声は無くまだ芽吹いていな

い冬枯れの本々を風が通 り抜ける。小屋には

早く着いたので、わずかに残つていた雪の中

に持参 した缶 ビールを冷や して、その日1コ ー

ヒーを掩れて しばしおしやべ りをする。

富士山の展望を期待 してりl早 く起きる。

しかし、空には、星も無く、低い雲が恨めし

い。菰釣山の山頂からは、富士の裾野だけが

わずかに確認できただけ。いつかまた、2り l

か 3月 の_L旬、残雪の頃にきて見たい。

やまなみ 武藤邦芳

静かな「東海自然歩道」

一日日 泊 りの |」_1行 の初日は辛い。大抵寝不足

で登りはじめる羽 Hになる。今回は珍しくhLめ

に仕事を切 り_Lげたものの、初めて llJlli入 した数

値地図に時間をとられてしまい、糸IF局 いつ t)と

変わらない。幸い今回は初日は楽な設定である。

御正体山への登山口を二つ右手に見送つて、

タクシーで 「道志の森キャンプ場」にオキいた。

我孫子を出てほぼ四時間かからている。道端で

蕗の菫を調達 しながら歩き始めるともう時 |:|‐ は

10時をまわっていた。雪がまだかな り残ってい

る道を沢沿いにつめていく。尾根が近づく頃、

トラバースしながら谷をまく、ロープのある1有

所に出る。一人ずつ慎重に通過していく。オヽ甫|

には城ヶ尾峠に着く。ここからは東から延びて

きた 「東海 自然歩道」になり、整備 された道が

続く。昼食を採って再び歩き出す。ほぼ東西に

延びる尾根は、ブナを含めた広葉樹林が気持 ち

よい。北の斜面の残雪と、本とその周 りから顔

を出し始めた地面が、自地に黒の水玉の美 しい

コン トラス トを描き出している。右手には

御正体がどっしりと徘えている。一ヶ月前に、

雪に登頂を阻まれ山である。その時の リーダー
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安口Jさ んに 「今から (富士山の)写真撮ってき

たら」の声が掛かる。 上リドリを何度か繰 り

返 し、もつそりとした菰釣山が現れた。まもな

く笹敷のなかに避難小屋が見えてきたぃまだ 13

時 30分だ。残雪で冷やしたビールで1吃杯、ここ

からお茶、夕飯を挟んで締めの"シェルパティ

ー"迄、楽 しい宴が続く。我 々の他は単独行の

青年一人であつた。

二日日

5時 40分、ウグイスの声を聞きながら歩き始

める。予報では天候は 1(り 坂。長い行程と雨ヘ

の恐れ、微かに残る富士展望の期待を胸に、|||

だしの登 り坂からピッチがあがる。30分ほどで

菰釣の山頂に着くが、やはり富士は雲の中であ

る。昨 日に引き続き東海 自然歩道を西に辿つて

いく。途中、/卜屋の同宿者に抜かれたが、静か

な道が続く。 しかし道が「 1圧線をくぐり、バイ

クの爆音が耳につきだしてくる頃になると、日

的意識が低下したのか、メンバーの|‖|に倦怠感

が漂い始めた。皆かなり余裕があったが、リー

ダーの判断で高指山で ド山する事に。平野のバ

ス停が近づく頃、雨が降 り始めた。

概 要

に|‖十  :2001イ 113ナ1 241J (Jl)～ 2511(||)
参加者 :柴 (L),村松敏、斉藤 (SL),清家 (食

担 )、 外崎 (カ メラ)、 安 lll(会 i:|・)武
藤 (やまなみ)、 青山 (や またん)

コース :一 IJ日    晴れ

我孫子 5:30～ 新宿 6:25/6:44～ 高尾

7:32/7:43´ 都ヽ留市 8:50′9:00

(タ クシー)～道志の森キャンプ場…

城ガ尾峠 11:17/12:00(昼食)…・菰釣避

難小屋 13:25(泊 まり)

二 日日 曇 りのち雨

菰釣避難小屋 400/5:40…菰釣山 6:03
…油沢 の頭 6:50/7:00… 樅の本の頭
7:15… 西沢の頭 7:31-石保「11山 7:541…

ンに棚|ノ ,頭 8:24…・

高指 ||19:15/9:30… 切通山19:40・・・平野
バス1号

110:24～富士吉旧
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<4月 >

沼津アルプス
(392m:鷲汁山)

リータ―゙村松峰子

山椒は小粒でぴりりと辛い

五山七峠からなる沼津アルプス。一番高い山

でも 392m。 低山だからと考えていた人には、ロ

ープにすがる急登、急降 ドが多くびっくりした

ことでしょう。「沼
tl落

注意 !」 の立札まで。「山

椒は小粒でぴ りりと辛い。」と云った山でしょう

か。眼下に穏やかな駿河湾、雄大な富士の裾野、

あ、りかえれば伊豆の山々と|リヒめは一級I:'1です。

桜の時期、始終眼 ドに大海原を見ながら歩くと

い う大変爽快な一 |]で した。

メモ :高橋 芳恵

・ 桜のもつとも美 しい中、思 う存分満喫した山

旅だった。

。 多比の町全体からひものの香 りが漂い、下山

したら美味 しい魚を食べようと大いに妙1待

した。

。 大平山のビス トンでは足 下が滑 りやすく低

山ながら半端 じゃない山であることを確認。

・ 「えつ、あの山の上るの !」 と言うほどの鷲

津山からはロープと鎖にしっか りつかまっ

て全く余裕な し。靴底に泥が重く付き、三つ

峠・黒岳からの下りを街彿させた。以後人重

坂峠までロープは続いた。

・ 山行中の駿河湾の眺めはすばらしく、「春の

海 ひねもすのた りのた りかな」の一句につ

きた。足 下にはスミレの花がとぎれず楽しま

せてくれ′た。

朝の車中よりすばらしい富「|:山 をながめた

が、途中雲に隠れ徳倉山のあたりからすこし

ずつお出ましになつた。もちろん、テーーマ ソ

ングを合唱。

ようや く到着 tノ た黒瀬のバス停よりまだ歩

き足 りない先輩諸氏の先導にて沼津駅まで

歩きに歩いた。残念ながら期待した魚はにお

いだけとなった。帰路、今 IJ登った山々の山

型を確かめ、改めて手強い低山であつたこと

を心に亥1んだ。

やまなみ 菊池純江

大合唱に富士山が ロロロ

まだ眠つている川「に靴音をたてて、一寸不安

げに、 Lン かし颯爽と歩きだした私。実は登山吼

を履 くのは 1年 3ヶ 月振 りです。今 日は富 :|:山

のお膝元、地元の歩く会が名小l‐ けた とい う沼71L

アルプスに登る予定です。東海道線鴨官付近で

青空に響える富士山を仰ぎ、心は早 くも躍 りだ

しています。多比バス停で下車、前に海、後ろ

に山の海抜 0メ ー トルからの出発です。潮の香

りをいつぱいに吸いながら、皆で準備体操を済

ませ、参加者 19名 を二班に分け、いざ出発 !

思つた以上に急登だ。でも両側に咲 くス ミレや

シャガ、本々の緑が実に新鮮でその中を歩ける

のが嬉 しかった。「春の雪はす ぐ溶ける。」と言

うのに、日陰には昨日降つた雪がまだ残ってい

て温かい日差しなのに吐く息は自かった。多比

口峠か らは狭い尾根の急登だ。歩き始めて ‐時
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間、やつとの思いで大｀
「 山に到着.山 頂には山

桜が数本あり三分咲きだった。私は日を見張つ

た。枯れた幹の問から小枝が伸び、若葉 と苦を

しつか り若けていた。嬉 しかった。勇気をもら

つて、さあ次の山へ。下山は慎 lllに 、滑 りやす

い足場は足の裏全体を付けてズン、ズン、ズ

ン・・ 。と下りた、 Fり た、 ドリた。二つ |]の

ピーク鷲頭山は400メ ー トル足らずの小さな

山だが、 日の高1にするとなかなか手強い lllだ。

力を振 り絞って登る。山瞑は360度の大展望、

その上満開の山桜だ。皆で記念写真を撮 り、待

望のお弁当だ。山桜の下で食べ、おいしかった。

下山は岩や本の根混 じりの急坂だ。足元はぬか

つていて靴底には泥が付いて重たい。ロープや

鎖を頼 りに慎重に慎重に ドリる。急坂も過ぎ、

ホッとして後ろを振 り返ると、大きな千金岩、

その後ろに大鷲頭、小鷲頭が見えた。山のあち

こちで緑の中に自く浮き上がった桜がとても優

しく思えた。今までの疲れもフッ飛んで しまっ

た。 しばらく行くとススキの尾根に出た。皆で

富士山の大合唱をする。それに応えてか、今ま

で隠れていた富士山が 一寸顔を出してくれた。

嬉 しさ百倍、元気を出してもう一遭、だ。急登の

箇所には竹の利‖|が 設置されていて有 り難かつた。

やつと三つ日の徳倉山に若いた。山1頁は広く

て明るい草原になっていて、|「 :面 に富士山、手

前に駿河湾や宝永山。後ろに南アルプスを従え、

箱根連山迄見渡せる。実に爽快だ。満足 した と

ころで又歩いた。アルイタ、あるいた。アップ

ダウンはノヽ重坂峠迄続いた。香貫山は桜の名所、

ゆつくりと満開の桜 と輝く海を満喫後は、皆気

持ちよく下山。よ うや く到着 した黒瀬 のバス

停・・・、なのに又川沿いに駅まで歩いた。川

を波る風が,い持ち良かった。休憩 も含めて 7時

間強、ぬかるみの中、皆良く歩いた。沼71tア ル

プスは低山ながらアップダウンの多い、 1伊1練 に

は打って付けの山だ。足元は厳 しく、日には嬉

しい素晴らしい山だつた。無事山行ができたこ

とを感謝 しつつ帰路に若いため

概  要

|||イ子り形メt ロリ2iiり

期 日 平成 13年 4月 1日 (11)

山 域 東海

目 的 富士山、伊豆箱根、駿河湾を眺めなが
らの ミニ縦走

参加数 19名
コ  ース

我孫子駅(5:30→沼津駅は 441⇒ バス⇒多比
(9:20)～多比日山|～大平山～多比目峠～鷲71L

山 (昼食 11:20/11:50)～ 志下山～徳倉山～横
山～ノヽ重坂峠～香貫山～黒瀬～沼津駅 (16:35
/17:06)⇒我係子駅(20:30)
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<4月 >

蛾ヶ岳・三方分山
(1,279D    (1,432m)

リータ―゙村松敏彦

やまなみ 小黒和枝

富士山、

南アルプス、
八ヶ岳と秩父の山々、

値千金の大パノラマ

"夕 方より雨"の人気予報を気にしながら車窓

より眺める甲府盆地は桃 とスモモの真つ盛 り。

身延線は無人駅が多く最後尾の ドアだけが開い

て、車掌さんにお金を払って ドリる。

登山口よりいきなりの急登。 SLの北川さん

のペースに合わせ全員快調な足取り。"そ ろそろ

昼飯にしよう"の声を聞いた途端に空サ腹に気が

つき足許があゝらつく。昼食後"稜線に出れば緩

い登 りになるよ"の 言葉を頼 りに花粉症に悩 ま

されながら檜の林の中、急坂を登っていく。稜

線に出ても急今は続 くが本々の「1か ら望む南ア

ルプスにはげまされ もう 、自、。炸火台へは60

度近い傾斜の本製階段を手摺につかまり這い L

がるように到着。見晴らし小屋は、初代、二代

日ともに残骸の柱数本あるのみ。100M下つたと

ころに四阿が建っているが見晴 らしは全く無い。

四阿を過ぎて 5分ほどなだらかな道をイ「「 くと1限

下に四尾連湖が見える。文学碑公園の人 り日よ

り近道を一気に下ると水り]荘。ロッジにザック

を下ろし、四尾連湖を一週。湖の伝説 ?を聞き

ながらソメイヨシノの満開の ド、キムチ鍋で 1吃

杯 !

二日日は 4:30起床。豪■なりl御飯を慌た

だしく食べ、お化粧 もそこそこに日焼けと皮膚

ガンを気にしながら出発。息を切らせてひたす

ら登り続けること 111キ 間余り、蛾ヶ岳嶼 11に 着

く。南に富士山、西に南アルプスが壁のように

連なり、北には人ヶ岳と秩父の山々と、11[千 企

の大パノラマ。急な下りを過ぎるとブナや ミズ

ナラの林が続 く 。大平山は迂回する 予定

だつたが登 り日に立て本L"日 本 ・の富 LIの なく望"

と書いてある。「これでは登らなければ。」と、

リーダー以下勇んで頂上へ。こちらも立て札に

偽 り無 く三国一の冨T士の眺め。ゆっくりと休憩

後同じ道を下る。"比 1交的平1■な道"(実はかな

りきつい登り下り)を大栂の本を見上げたりし

ながら昨日と同様のハイペースで歩く。衛[装 さ

れたイ木道を 400Mほ どたどった後山道を少し行

つたところに無人の造林小屋があった。横に水

栓が有 りおいしい水が出る。全員喉を洲 し、水

筒に補給する。この後この二日間の行程中最も

厳 しい登りが約 1時間、三方分山の瞑上に立つ。

富士山はぐっと近づき五合日の除雪作業の様 r

まで見えるほど。足下には本栖湖と精進湖の 1午

い水が眩しく光る。下り始めの その名も"女難

坂"で女難 (?)に遭つた人約一名。足尚を 捻

挫 した様子。以後ゆつくりのペースで精進測ま

で。バスの時間が合わないため河 11湖 までタク

シーに乗る。河日湖でも桜が満開でした。

二日間お天気に恵まれて、滅多に行くこと

の出来ない山を歩けるのも、この |千 人あびこ

に入つていればこそと、つくづく思いました。
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I11道 の傍 らにはイカ リソウが控え「|に咲き、カ

タクリもお花はこれからとい うように某だけの

ぞかせ、ブナの新現iも 小 さくり1、tの くkう で山梨の

花はこれから・・ ・。

やまなみ 加藤秀明

今回は、会の 5周 年記念山行 (富 士周辺

の山)シ リーズと して、御坂 山塊の美 しい

自然 に触れ ることを 目的 と している。岳人

あび こで も、ほ とんど足 を踏み入れた こと

がない山域である。実に楽 しみだ。

● この山行のハイライ トは次の通 り。
・勝沼付近の車窓か ら見えるピンクの桃 の

花 (ま さに〃

`源

郷の世1界 )と 南アルプス

の大パ ノラマはすば らしい。
`蛾 ヶ岳 、太平山、三方分山か ら見える富

士山は、雲一つな く絶景

(さ すがに、富士山の裾野はすば らしい、

何 とも言えない形 を している。 )

さらに、南アルプス、八 ヶ岳 もば っちり
パ ノラマの世 界

目 :昼 ―各 自、夜 ―キムチ鍋

目 :朝 ―餅鍋、パ ン (ハ ム、チー

ズ)、 レタスサラダ、昼 一各 自

1日 目は、市川本町 (身 延線 )か ら約 3
時間の行動で四尾連湖 までの行程である。

新宿駅始発の電車だが、早めに (30分 以

上前 に)行 かない と席 が取れないかも知れ

ないので注意が必要だ。中央線で甲府 に向
か う。勝沼ぶ どう郷、塩山付近 では、南 ア

ルプスのパ ノラマが見渡せた。北岳、鳳凰
三山、間の岳などが見える。
さ らに、麓 の ほ うで は桃 の ピンクの花 の

じゅうたんが見事である。

南 アルプスの大パ ノラマと桃 の花の じゅう
たんの組み合わせは絶景その ものであった。

甲府 で、身延線へ乗 り換える。 身延線 はワ
ンマ ン運転 の車両で、定期券精算の場合は

注 意 しない とい け ない。 (定 期 券精 算 の

方 々は、都区内精算で統一 したため得 を し

たか も)

身延線 ・市川本町駅で下 りる。朝か ら天気
が絶好調のため、早 くも半袖にな り出発だ。

甲府側へ戻 り、宝寿院入 り口を過 ぎてか ら、

右 折 して踏 み切 りを渡 る。 石 段 を上 が り

真 っ直 ぐ進み、市川 中学校 の前 を通 る。道

路 を横断 した左側に大門碑林公園があ る。

大 門碑林 公 園 は入場 有料 の公 園 ら しい。

(入 場料 を払 ってまで も入 る価値のあ る公

園には見えないが。)公園を横 目に通 り過

ぎ、うす暗い樹林の中を登 る。 四尾蓮湖 ま

で 6キ ロとあ り、 この後 1キ ロ毎に道標 が

現れ る。 しば らく登 ると古城山の砦への道

標があ り、 4等三角点の標石が埋没 されて

いる。 20分 ほどで蜂 火台の下へ着 く。蜂

火台には蜂 火を打 ち上げる筒が修復 されて

立 っている。戦国時代、遠隔の地 に知 らせ

るために打 ち上げ られた蜂火は、今の花火
の始 まりである。掲示板 によると、武 田信

玄の時 に、駿河か ら府 中の城 (信 玄の甲府
の城)へ の最終の峰火台と記 されてい る。

展望 台 か らは、笛 吹川 を見下 ろ し、八 ヶ

岳・金峰山・北岳などの眺めがすば ら しい。

蜂火台のある付近は、やぶで荒れてお り、

展望 台 も崩 れ てい る。 何 とか集 合写真 は

撮 った。下 って巻道 に出たところに、あず

ま屋がある。 (こ んな所 に しっか りしたあ

ず ま屋があるのな ら、 ここで休めばよか っ

た。 )こ の辺 りか ら傾斜 も緩やかにな り、

橋 を 渡 れ ば 道 幅 も 広 く平 坦 に な る 。

しば らく行 くと文学碑公園の広場 に出る。

村松 さん の高校 の大先輩 が 高村 光太 郎 ヘ

綴 った詩 の碑がある。文学碑公園では、大

畠山への尾根道 と分かれ、下 ってす ぐ右の

水明荘への近道に入 る。

さっそ く、四尾蓮湖の見える湖畔で ビール

で乾杯。梵天丸の悲劇 の話 に花 が咲いた。

四尾蓮湖 は静かな湖で、デー トには最適 か

も知れない。一周 した ところ、大 きながま

カエルとそのたまごが渦 にな って ウヨウヨ

あ った。

1日 目の宿であるロッジに戻 って、改めて

酒盛 りの開始。持 ち寄 った酒 とつ まみで夕

事

日

日

食

１

２

●
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食 までまたまた盛 り上が った。夕食は 5時
か ら、作 り始めた。キムチ鍋でおなか も気

持 ちも暖 まった。

2日 目は 4:30起 床。長丁場だ。 (約 7
時間の行程)。

蛾 ヶ岳の登 り回は、駐車場 の先にある。稜

線 の登 りは急である。稜線 を左 に行けば大

畠山の 2等三角点の標石がある。蛾 ヶ岳は

右へ山腹 を巻 なが ら平坦 な道を行 く。六地

蔵がある所か らは直登 となる。四尾蓮湖か

ら蛾 ヶ岳 までは子 どもで も比較的簡単 に来

れ るか も知れ ない。山頂はあま り広 くはな

いが、四尾蓮湖 が見え、均等の とれた雄大

な富士山に会 える。南に富士山、西に南 ア

ルプスが壁 のように連 な り、北 には八 ヶ岳
と秩 父 の 山 々 と、価 千金 の大 パ ノラマで

あ った。

山頂か ら東へ、す ぐ急 な下りになるが、わ

ずかで再 び平坦 な道 になる。水場への案内

板や、鴨 の猟場 の標示板のあるところには
ベ ンチ もあ って一区切りとなる。

太平山が前方 に近づいて くるが ここも巻な

が ら進む と、折門峠の直前 に登 り日がある。
5分 ほどで 3等三角点の標石がある山頂が

踏め、 日本 一の立て札がある富士山が眺め

られ る。 自称 日本一だろうとタカを くくっ

ていたが、松 の木が適 当に視野 に入 って、
これ また大 きい、優雅 な富士山が見 られ る。

折門峠では道標 を見て左 へ曲がる。途中で

左へ下 る踏み跡 を見送 り、尾根上 を行 くと

栂 ノ峠であ る。栂の大木の根元 には、小 さ

な六角の石 に彫 られた地蔵が置かれている。

富士山の方向も遮 るものはない。
この先 は、尾根 上を通 らず、山腹のやや下

り気味の平坦 な道 を行 く。下には林道 が見

える広 く伐採 された端 で道が分かれ る。下

の道 は八坂 の集落へ、上の道は八坂峠へ と

続 く。

上の道 を行 く。下に民家の屋根が見えて く

ると、通行止めの道標がある。林道工事で

登山道が削 られ たためで、道標 に従 って民

家の前 を通 り林道へお りる。右へ行 きヘア

ピン状 にカーブす るところで旧登山道 に出

会 う。八坂峠への登 り口で もある。更に少
し先で左ヘ カーブす る地点の二つ 目の カー

ブ ミラーの背後 に道は続 いている。入 り口
が分かれば、 また平坦 な道が続 く。

釈迦 ヶ岳への分岐 (無 人の造林小屋があ っ

た)に は水道 の蛇 口がある。 これがまた と

ないおい しい水だ った。沸 き水であろうか、

出 っ放 しにな っている。釈迦 ヶ岳への道 は

避けて、右へ三 ツ沢峠へ と向かう。

す ぐ溝状の ところをまた ぐと、 また上へ登
る踏み跡があ るが、山腹の平坦 な巻 き道 を

行 く。八坂の ミズナラの大木の前を通れば、
三 ツ沢峠に登 り着 く。

峠か ら三 ツ沢の民家 までは 20分 ほどで く

だれ る。

三方分山へは最初は緩やかな登 りも、後半
は苦 しい登 りとな り (地 図で見 るとそれ ほ

どで もない と思 っていたが、急坂 50分 の

通 りでほん とうに急坂だ った。 )、 稜線 に

出ればまた緩やかにな って山頂 に達す る。

切 り開かれた木の間か ら富士山が大 き く見

える。

ここで昼食 をとったが、ゆっくりす る間 も

な く団体 さんが来たので、早 々に出発 した。

精進湖へは女坂峠 と精進峠経 由 との道 があ
る。道標 によると女坂峠が 4キ ロ、精進峠

が 3キ ロとある。我が隊は、女坂峠の コー

スを取 った。女 と坂の間に「難」の字 があ
る記載 もあ り、 この坂は “女難 だ"な どと

冗談 を言 っていたが、そ うこう して急 な坂
を下 りているところで、原 田さんが足 を滑
らせ て しま った。 (結 果 的 には、骨折 と

な った。 )

頂上で昼食 を食べた後 1時 間以内に事故が

多い とい う統計に当てはまった事例 とな っ

た。終点 まであ と 1時 間位の ところとい う

のが幸いであ った。精進 とい うバ ス停 まで

下 って、河 口湖 か らタ クシ ー を呼 ん だ。

(バ スは、 1時 半 か ら 4時 まで無 い。 )

この 日は、丁度天気が良か ったため、帰 り

の道 (バ ス道)は 渋滞で動かない らしい。
タク シーは、渋滞 してい ない道 を選 ん で

(西 湖回 りで)河 口湖駅に着けて くれ た。

タクシーの運転手推薦 のそば屋 で、下山 を

祝 して乾杯 して全行程 を終了 した。
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日時 :平成 13年 4月 14日 (土 )～ 4月 15日 (日 )

グ レー ド :B
目的 :奥深い御坂山塊の美 しい 自然に触れ る

山名 :蛾ケ岳、三方分山

山行形式 :ロ ッジ泊 まり (四 尾連湖―水明荘 )

山域 :御坂山塊

地形図 :市川 大門、精進 (1:25,000)

歩行時間 :1日 目 2時 間 50分 、 2日 目 7時 間 50分 (休 憩含む )

参加者 :村松 (敏 )、 北川、斉藤、清家、外崎、村松 (峰 )、 大 串 (秀 )、

大串 (恵 )、 小黒、武内、原田 (和 )、 加藤

リーダー :オ寸松

食料   :大 串 (恵 )

カメラ :小 黒

装備   :武 内、原田 (和 )

会計   :小 黒 (概算 約 11千 円)

コース 11日 目

我孫 子  6:30 → 新宿 8:10(JRホ リデー快速 )

→甲府  10:41 → (見 延線)市川本町  11:15
→登山口 11:25 → 4等 3角 点 → 蜂火台  13:15
→文学碑公園 14100 → 四尾連湖水明荘  14115

2日 目

四尾連湖  5:45 → 大畑山 6:20→  峨ケ岳 7:00→
大平山  8:10 →  三方分山 11:15→  精進山 →

精進湖バス停 13i35 → 河 口湖 13:45

野ふ申一 ||1択像]セ颯曽図

「
‘
⑩
″
ｒ
、
し
、

訃撻
`

普
ュ
黒
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<5ナl>

長者ヶ岳～天子ヶ岳
(1,386 nD      (1,330nly

リータ―゙高橋英雄

大沢崩れ に感激

風薫る 5月 20(日 )は宮:[:山 行 5周年記念山

行シリーズとして長者ヶ岳、天子ヶ岳の二:|IJの

山行でした。当初の言|・ 画は電車を予定していま

したが、参カロ人数が多くなったのでバスにしま

した。

この 日は人気に恵まれよい山行であった。特

に長者ヶ岳山頂から見た 富士山。大沢励lれ は

小生にとって感激・・・・。 また、富士山全体

のバランスがよく、雄大でした。

次は天子ヶ岳。思いもよらないシロャシオの

花道に一行は感激で した。天子ヶ岳では山慎の

標識を移動させて記念写真を撮ったのには大笑

いで した。

素晴しい富士の景観に
「ばんざ―ぃ !」

5月 20日  5時 20分我孫子駅北口集合。成田線

組は大丈夫かな?と 思いきゃ、到着したバスの

窓からニコニコと皆さんの笑顔 o・ ・・。さす

がリーダーのぬかりないお心配 りに敬服。 一路

東名富士をめざして「しゅっば_っ
J。

天気は快晴。5月 にしては珍しく、雲 1‐つま

とわず現れた美貌の富士の姿にうっとり。11中

にて全員で三三七拍子を打って返礼し、富 Lj lll

にエールを送った。バスは快調に走 り、富士イ

ンターチェンジより西富士道路を通り、日1貫湖

には予定より早く到着した。近くにオープンヒ′

た体‖隈村富「Ll■、富士山を」:面に田貫湖を足 ド

に臨む絶好のロケ_シ ョンで、是りli一度汀|っ て

みたいおすすめの行fであることを確認 した。登

山口より、東海自然歩道として良くⅢ備された
道が続 き、杉や檜の植林地をどん どんでヽちてぃ

く。振向けば富士の姿はさらに大きく,こ しく、

言 うことなし。木々の間にシロャシォの |:|い 花

を見つけ、皆で感激 し首
・
が痛くなるまで_[1を 見

続けた:シロャシォの花はこあ後もずっと山道

を彩つてくれた。後で伺ったところ、リーダー

は花の一番見頃であることを予測して計画を立

てられたとか、周到さにまたしても感服。

長者ヶ岳の山頂は、大沢崩れの顔を見せる富

士山や朝霧高原が一望でき、南アルプスσ5白 い

頂をも望むことができた。そこでぃっものテー

マソング、そして「ばんざ―ぃ !」 。

居合せた登山者の方々も二́
緒に「ばんざ―い !」

「少しうるさくてごめんなさい。」でも素直な感
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動の表現なのです。

天子ヶ岳へは南に稜線をくだり、上佐野分岐

で東海 自然歩道と別れ、直進する。シ■ヤシヲ

はさらに白さを増し、20分ほどで頂上の広場に

到着。30分の昼食休憩の後はひたすら急坂道を

くだり続けた。緩やかなカヤ トの尾根に出ると

展望も開け、正面には富士の端麗さをこれでも

かと言 うほど眺めた。全行程を通して歩きやす

く楽しみの多い山で、山行の醍醐味を充分味わ

うことができた。林道の先の集落ものどかなも

ので、毎日富士山を眺めて暮すのも良いなと思

つてみたりもした。立石のバス停前に折良く酒

屋があり、 ドリンク類を買つて車中に・・。後

は愉しく、旅は道づれ、酒は友づれ。貸切リバ

スは自糸の滝もすつ飛ばして、一路我孫子に。

我孫子には 6時 30分に到着し、無理なく無駄の

ない行程で充実した素晴 しき日曜日を過すこと

ができた。

山行形式 日帰 り (バス利用)

期 日 平成 13年 5月 20日 (日 )晴れ

山 域 天子山塊

目 的 富士山の展望

参加数 16名
コ  ∵ス

新木⇒我孫子駅(325)⇒富士IC⇒ 田貫湖登山
口 (3:40/9:00～長者ヶ岳 (10:45/11:00)～天子
ヶ岳 (11:40)～林道～立石 (1402/142o)⇒ 白
糸の滝→我孫子駅(1830

要概

27



<6月 >

毛無山田十二ヶ岳
(1,500m) (1,683 nly

リータ―゙大串秀雄

母と見た富士

1月 1日

新世紀元旦を母の病室で迎えた。

朝食後、車椅子を夕||し て病室を出た。看護婦さ

んたちに新年の挨拶をしながら、いつもの散歩

に出1卦けた。

エ レベータで最上階の 10階へ昇つた。そこの

大きな窓からは、新 ‖L紀 の初 日に輝く富士山が、

幕張メッセのビル群の Lに、純自の姿で輝いて

いた。

「ほら、富士山が真っ白だよ、きれいだく上」

「どこ ?」

「ほら、あのビルの向うに真つ白に輝いている

よ」

「…・J

「見える ?」

「うん、見えるよ」

本当に見えたのかどうか、一́言「見えるよ」 と

言つた声が今も■1に残る。

二十世紀末は、母と二人で過ごした。数 日前ま

では元気よく話をしていた |]は 、すっか り元気

がなくなり、一言二言、話をするだけで後は|1民

つていた。あれだけ楽 しみにしていた正月の仮

退院も、自分では無理だと言い出すようになつ

ていた。ナースステーションの灯が差し込む薄

明かりの病室で、ィャホーンから流れる音楽を

静かに聴きながら新 1吐紀を迎えた。

富士山を見てか ら病室に戻つた。妹 ^家が来

ていた。孫娘たちから一緒に家に帰ろうと言わ

れた途端、急に顔が紅潮 し、「帰 りたい」とll=ぃ

出した。真つ白な富士山や真っ青な空、新春め

日差しに輝く街並みを見て、急に病室υ)外に出

たいと思うようになったのだろう。

あわてて看護婦さんに相談したところ、仮i量院

をすすめられた。容態の急変に備えて酸素ボン

ベを借 り、帰宅。結果として、これが文字どお

り最後の帰宅になった。

3月 24日
足慣 らしを兼ねて、妻と下見に出かけた。毛

無山だけでは 3時間コースであるため、折/rl、

河日湖界隈まで長時|‖]をかけてイテくのであれ′ば、

十二ヶ岳、も足を伸ばしたいと思った。

河日湖駅では、未だ薄曇に隠ねノていた宮 |:|||。

しかし、毛無山山頂では全景を一望でき、その

雄姿に圧倒された。広い裾野には早.春 のi襲がう

っすらとたなびき、その上には、白■:の |1玄 しい

端IEな山容が青空にくっきりと1映えていた。

十二ヶ岳までの稜線はロープや鎖場の岩稜イ|卜 が

続く。大岩の陰や北斜面をトラバースする1111'F

にはかなりの雪が残っていた。ロープゃ鎖は、

雪に埋まっていたり、氷結していたところt)あ

つた。景色を楽しむ余裕を完全に失 うほどの険

路だった。「気をつけるんだよ」。心配性σ5円:の

声が聞こえてくるようだ。十一ヶ岳からキレッ

トヘ急下降、残雪の急登を登 り切り、l口iく l l

ヶ岳に辿り着いた。下山路も、急坂には
'I:は

な

かつたものの、ぬかるみがiH｀ り大lξ戦。下山H

の温泉に入つてやっと安堵。暫く山行を休スプで

いたためか、悪路のためか、かなり疲れた。
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5月 2卜1

人気予報では、特に山梨県 ドに大雨予報が出て

いた。残念ながら、 |ツ13日 の定例山行は険路を

勘案し、中 ILを余儀なくされた。参加を予定さ

れた 19名の方々には申し訳ない結果になって

しまった。

5月 23日
5月 運営委員会の席 L、 日riが立込んでいる

ことを理由に、再計画を秋まで延期 したい旨提

案 した。 しかし、 5周年記念行事山行であるこ

とから、富「lf集 中登山までに｀
「 ‖山行を含め 1呼

実施すべきとの方向で障は った。

5月 24H
5周年委員会で日程調整をしていただいた結

果、山行計画のない 6月 21]に決定 した。僅か

1週間後のことでもあり、手分けをして、企会

員あてに電話網で緊急連絡することになつた。

誠に急な再計画にもかかわらず、 14名 の参力||

をいただいた ‐方、当初計画時の参加希望者の

うち再計画には参力||で きなかつた 7名 の方々に

はご迷惑をかけてしまつた。

6月 2日

再計画の山行は好運の連続だつた。往路の電

車の乗 り継ぎが,原訓iだった (特 に、西国分寺の

乗 り継ぎが上手くいつた)ため、計画より40

分早く河日湖駅に到着した。また、バスにかえ

てタクシーを利用 したため、更に20分短縮、

あわせて 1_時間早く登山口に着いた。帰路でも、

いずみの湯から河日湖駅までタクシーを予約し

ようとしたところ、送迎バスの利用を勧められ、

主:卜額程度を節約できた。

しかし、最も好逓だつたのは天候に恵まれたこ

とだつた。 日の前には、雄大なliT上 山が常にあ

つた。初夏の日差 しで 8合 ‖辺 りまで雪解けが

すすみ、夏服に衣〕〔えしつつあった。

稜線には心地よい涼風が吹いていた。満DHの ア

カヤシオが強い H差 しに映え、一段 と」Fやかに

咲き誇つていた。花好きの母の笑顔がλ、と浮か

んだ。

あまりに富士山が素晴らしいことから、
「

1仰l行

事は、毛無山と十三:ヶ 岳で 2回 も行った。「・・・富

士は「1本 一の |11」 。人きな声で歌い、力
・
歳 i111を

終えた時の清 々しさよ。

岩稜帯のやせた尾根は、急登急 ド降が連続 し、

ロープ鎖場が十数力所もある険路。 さらに、 |

二ヶ岳からの下山路も随所に急 下降の難路。悪

路にもかかわらず、 り,ダー部長以下ベテラン

によるア ドヴァイス、全員の日頃の鍛錬 と注意

力がものをいい、無事、何事もなくド山 lIの lll

泉センターに到着できた。

温泉では、ゆっくりとたっぶ りと反省会。 li不

思議(やまたん参照)を話題に、帰途へ就いた,,

あとがき

入院 して一ヶ月近く経つた某月某 FI、 ″ヽ寝から

日党めた母が、

「おまえも薄くなったね」

「そりゃそうだよ、還暦も過ぎたしね」

「お父さんはもっとあったよ、 うちには薄い人

はいないんだよ」

「じやあ、俺は貰いっ子かな」

「私のお腹を痛めた子だよ、安心をし (笑夕1)J

その母も、春を待たずに、富士山の遥か遥か彼

方の父の許へ逝つてしまつた。
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それに しても、「何で私が毛無山」。他に適任

の人がいるような気がして一、いまだに何とな

くllli・|に落ちない。釈然としない…。

|やまなみ 小黒和枝       |

あつという間の十二が岳

毛のある人も・・の呼びかけに応 じて参力|1中

込みを したのは lヶ り]前。天候悪化のため中Jト

になって残念至極の思いで した。"復活戦"でメ

ンバーも入れ替 り、何と"やまなみ"の担当が

私の所へ来てしまいました。

河口洵1駅から文化洞 トンネルまでタクシーに

分乗。 llLI十 数年前、毎夏、 llL醐 |でキャンプをし

ていた頃にはこの トンネルが無くて山道を登っ

たことを思い出し、周,1の 景色もだいぶ変った

ナア・・・。 と、さあ大変、会計で忙 しかった

坂 日さんのリュックがタクシーの下で 1回転。

同じタクシーに乗つていた者 として責任を感 じ

ました。気を取直して、さあ登山開始。登 り始

めるとすぐに急坂。途中中学生の団体と励まし

合いながら毛無山へ。4‐ 0分余 りで山頂へ、他の

グループの人も誘つて恒例の歌と万歳で登頂祝

いをしました。西湖の向 うに大きな富士山が山

頂付近に雪渓を残 して青く鮮えて見えました。

静岡県から来たグループの 人́が 「富士山は静

岡県側から眺めるのが 一番」とのたまうが異議

を唱えず拝聴 して、次なる日標の |二ヶ岳へ。

毛無山から見る十二が岳はメ1稜連なる険阻な峰

「どうやって登るのかしら」とドキ ドキ してい

ましたが"案ずるより41むが易し"歩き出した

らハイキング気分でついお しゃべ りに |と がさい

てしまう。そこですかさず リーダー部長の声

「ドリではしゃべ らず足 ドに注意すること IJ

一ヶ岳から十二ヶ岳までは榜は確かに |‐ 1本

立っていましたが岳と呼べるのは人つくえ)いだ

つたような気がします。鎖場あり、吊橋あリイ

ワカガミあリアカヤシォありの lヶ 岳毎の変化

を楽 しみながらあつという間の
「 二が岳で した。

頂 Lで例の歌と万歳の後お昼のお弁当を食べた

らもう下山です。 (も う一つ向 うに見える山に

も登 りたいなあ。)

リーダー部長の 「昼食後の一時田lは最 も」「|1文

の起 りやすい時間帯、充分に注意するように J

とい うお言葉を肝に銘 じて ド山道を歩き出しま

した。 llllり も少なくほぼ一直線のひたす t)卜 り

続ける道を休憩もなく 1時間 15分行 くと,Ill泉 に

到着 しました。 (40年前にはなかった。)男 女と

もそれぞれの"美人の湯"に入浴後またまた恒

例の反省会で大いに反省しました。

■ルート概念図&ェスヶニブルート キ″ト
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山名
毛無山～ l tiヶ ll

(15001m) (168f〕 nl)

山 衡
=

,形」t
|1帰 り

1`/ルt13有■6ナ1211(11)

IIJ力支 郷り以〔|IJttL llLIス
| 711∫ IIIふll171「 |キ|:

IJ ri勺

ll俣 I:腎倉実艇望 1範渇
」R タクシー

宙 1■急 i■迎バス

|:1程

コース

我孫子 5:38→ /Ll111分 寺 F,:47→ 高尾 7:1()→ 大り]→

河た1湖 8:40→ (タ クシ→ → 文化洞 トンネル 9:()()一 毛
無|1 lollx)→ 十二ヶ ll(1■食)12:25→官 |:西測7吊

泉いずみの湯 (人 浴)14:()5/15:3()→(送迎ハ
゛
ス)→

河 |:1洲 15:54→大り]→高尾 17:54‐ →西1可 分寺→我

孫了 19:45

<歩イ丁時|11:511キ 1昌15分 > <費 用 llI算 :(;千

円>

参加者

村松 lllt、 人串恵、人|卜 秀(()丁 )́、 小具:(や まなみ)、

菊地(カ メラ)、 斎藤 (Iン )、 榊原、中村美、安田(S

I´ )、 武内CIン )、 山 Jl・ 、高橋潔、川l1/i(や lkた スノ)、
坂 |](会 計)
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<6り l>

思 親 山
(1,0311n)

リータ―゙斉藤 清 ´

親孝行できたような気分の山行

平成 13年6月 3 FI(「 |)、 5用 4手1記念富 II山展望、

H回 日日である。身延線沿線の大きくなだらか

な山で牛が腹ばいになっているような姿の山で

ある。がイドフ
゛
ックを見ながらの計画であるが、文

献も乏 しいが山梨百名山である。

時間の短縮 と旅費の倹約を合わせて、ハ
゛
スでの

計画とした。幸いにも 17名 の参加を見たので

当初の目的にはかなう事になった。小■1ハ

゛
ス「にの

予定であったのが、いつものサコンカーなのに戸惑っ

た。ヒ
゛
テ
゛
ォ装置もC/D装 置もセ ットされている。

は1の ビテリも山の音楽もりll意 しておらず、1玲事役

として地団太を踏んだ。

本すの観光係の説明によると、タクシーなら佐野山|

まで行 く事ができるが、道幅が狭いので峠の前

の三叉路でハ
゛
スを降 りて、登頂すると60分程で峠

まで行けるが、大型11はューターン出来ない恐れがあ

るとのアドハ
゛
イスであった。今回はいつもの運転手

さんの弟 さんである。多少の不安が過る。5月 3

1ヨ に言|^画iさ れていた  ``毛 11:111～ 1-ニニケ岳" 、 五

周年記念の山行が雨で前 日の 6月 2日 に行われ

た。前日と本 口と掛け持ちの人が5人 も山行に参

加 しくれた。両日とも早朝からのIII発 で、五人

の体調が気になる。

7:10頃。最初のサーヒ
゛
スエリアでのコーヒーもおいしく

飲めたが、30分発が30分間の休憩と思われた方

が一名、トイレまで大声で探 し|口 |る 。7:30分発と確

認を怠った自分を恥 じる。ご迷惑をかけました。

ハ
゛
スは快 lllllに 走るが、我孫子を|||て から311キ ||1130

分で身延沿線を走っている。宮十川沿いをスLる

が道路は狭く■l事が行われている。運転 千さん

目的地から夕けしている事に気がつき始める。内

船駅まで戻る踏み切りを横切っての 11り 道、不

安が 一杯、急勾配で狭い坂を登 り始める。「り「々

に石が崩れ落ちている。ユーターンが出来るか心配の

時間が経過する。後ろから11が追つてくる。 |:|

的地に向かっているとの lr、 と広い場所がイI:る 、

青葉が光に当た り声「き、舞いJlflる 。道端の茂み

には木イチゴが赤く沢山なっている。子供のり1に

帰つてわ―わ―騒ぎながら、摘み取つて日に人

れる。‖
^い

。‖ル 。ヽ山がりくねった道を登り切

ると、佐野峠だ。さあ―記念写真だ !1汀 |:山 に

雲が相ヽからないうちに、とAl・Jli、 8り E毎に′ヽfホ ーー

ス
゛
c正月度の5周年記念の山行を行つた “Jえ者力

゛

岳～天子が岳"の後方に富士山が雪もなく鮮え

立っていた。

段差の本段がくねくねと続く稜線をのばりお

りする事を繰り返す内なだらかな草原に着く、

ここが思親山頂上である。かの日蓮上人が遠 く

離れた故郷におられたご両親を思い幾度と無く

たたずんだ姿が、ゃがては思親山と呼ばれる様

になったとの事です。頂上に着いたなら先ずは

富士山バックに記念の写真を !次に富士の歌を !

そして万歳三唱を !それから昼食だ !の約束メン

ノ
)゛

―仝員守る。山梨 i年名山巡りをしている御夫//11i

が記念写真のシャッターを押してくれる。交えて歌と

万歳まで付き合つてくれる。富士山を|リヒめなが

らの食事はおいしい !ぉぃしぃ !

食後の一時間気を入れて坂道を ドろう。全lt

で確認 しあう。なだらかな坂道を ドる三1111F,1林
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道に出るが登山道の方が足になじむ。矢木沢林

道まで 2時半頃の待ち合わせをハ
゛
スの運転手と

してお り、坂道をバスが途中まで来るとみんなを

励まして 下る。結局ハ
゛
スが待機 していた矢木沢林

道の端まで歩いて しまったが、親孝行できたよ

うな気分の山行でした。

や まなみ 大桃和子

緑深き

おだやかな

展望の山

我孫子駅からバス (大型車)で 17名 で出発 しま

した。バスがJR身延線の内船駅で山里から山奥ヘ

と進んで行くと次第に道1扇 が狭 くなつてきた。

左右のカーフ
゛
が多くな り、運転手泣かせの難しい

道が続きました。f/.i野 峠までは険しい道、路肩

がくずれ石ころが道端にころげ落ちていた。前

進できそ うも無い、そんな困惑時に、山奥で

車が来るとは予想もしていなかったところへ地

元の運転手、前進できると聞き、狭い道も難な

く通ることが出来て安堵する。やがて「1的地の

三叉路に無事到着する。

三叉路から暑い陽射 しを浴びながら、佐野峠

に向か う。45分程の登りで汗をかきはじめた頃

佐野峠に到着、雲の中から富士山がホ
゜
ッカリと顔を

出して私達を出迎えてくれて感激 しました。

班ごとに1年真を撮 り水分の補給、ストレッチ等を行い、

いよいよ思親山を日指して歩き始めました。

林道に入 り整備 された “ヒノキ"の植林地帯や雑

木林の尾根道は長い緑の トンネルの様で した。

緑の涼 しい風を体に受けながら歩いていると

オレンシ
゛
色に輝いている木イチゴの実が沢山‖に人

りました。思わず ‐粒日にすると美味しい、キヤ

も美味 しいと歓声を上げて “41き 返つた気分

ね !"と 自然の恵みに感朝|し た次第です。途中

丸太の階段が_[ケ所有 り 11留 めもしつか りとし

ていました。足にやさしい道の りで順調に進み

南北に長い思親山の頂上に到着しました。思親

山は親思いの日蓮上人が登つて 1文郷を偲んだ

故に名付けされたそうです。山梨 百名 |||の標 :1哉

があり霞が掛かつた富士山の展望はすばら,し い

景色でした。記念写真、万歳三唱、宙 :IIの 歌を

合唱し、昼食休憩をゆつくりとりました。

昼食後1時間は魔の時間帯と注意を受けて慎

重に下山を開始 しました。スキ
゛
の本やヒノキの1111林

地帯を抜けて林道に出るとワラヒ
゛
や山菜が時リリ1外

れながら沢山あるのに驚きながらバスの待ち合

わせの人木沢に無事に到着することが出来まし

た。帰路も自然渋滞の中最後まで楽 しいひとと

きを過ごすことが出来て思い出に残る山行が出

来ました。

思親山概要

山 名

り切  口
山 域

目 由勺

参加数
コ  ース

思親山    山行形式 目帰 り

平成 13年 6月 3日 (H)
天子山塊   地形図
五周年記念  交通機関 バス

17名     リータ―゙  L斎 藤

我孫子駅(5:40⇒談合坂 SA(715/7:30)→

船030⇒大峯li叉路(10:20/10:35)～

佐野峠分岐(10:45)～佐野1ホ(11:20/11:30)へ´

思親山(12:10/12:50～ ハンク
゛
ライタ―゙とび台跡

(13:30～林道(1405)～ 人木沢(143D⇒
我孫子駅(20:35)
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<6り」>

越 liキ岳～呼iF11～位j‖1岳～愛,ri山

愛鷹連峰縦走
(越前岳 1,504五 愛鷹山 1,188m)

リータ―゙清家美保子

リーダーの悶々

富士山シリーズのおかげで、今年は随分 と御

殿場方面に来た。 どうせなら愛鷹連峰縦走と決

めたが問題がある。割石峠から位片11岳にかけて

難所があること。一 日で歩くには歩行 ||キ問十時

間はあること。愛鷹山荘41に しても、 J時田]程

短くなるだけで、Йlり 、炊事道具を背負っての

行動となる。須津山荘も流れが良くない。発)も

とに宿を取つたらどうだろう。 lL{りl出発、荷も

軽 く難所も少 しは楽だろうし、岩場の山を挑戦

する人にも良いかなと考えた りする。愛鷹荘は

9、 000円、三日前からキャンセル料半分l反 ると

言う。こりゃだめだ。人富士旅館は 8,000円 、

雨天中止 oK。 登山日迄何時でも送つて ドさると

いう。下山日のゴルフ場迄タクシーに来てもら

えば歩行時間 8時耐!30分位になる。これで行こ

うと決める。前日泊なので 上曜 日はゆっくり出

れば良い。バス利用ならば御殿場から十1■木行

最終は 16:15分。新宿―松 Fl廻 りで行くと 600

円安くなる。バス停 「淵」の日の前が大富士旅

館である。

翌朝 4:00、 登山日迄送ってもらい、越前岳

山頂で宿のおばちゃん心づくしの三色おにぎり

を食べる。これ迄は順調であつた 。・・が 5分

ほど歩いただろうか、体調の不良を訴える者 1

名。戻す、悪寒がひどい。折1え てもガタガタ震

える。私たちは暑いのにcフ リース、11'兵 を ili

せ、新聞紙を背中に入れ、ペ ットボ トルの湯た

んぽを作 り、ツェル トを被せ l ll‖‖|｀ 11程 休1,3

以前やったと言うll可 じ症状の急性 T子 腸炎のくkう

だ。少 しは良くなったといぅので歩いてみたが

フラフラである。 どうするリーダー、タィム リ

ミットだ。様子を見ながら歩けば、途中〕■スケ

ープ'に 考えた申l石山卜より全員 ド山だ。長くなオし

ば病人も心配だ。戻れば越前岳は近いし、道も

良く分つている。パーティーを分けよう。 11い

柴さんがいて安心 してバ トンタッチ。人 |11さ ん

が下山組に入つて下さり、私も安心 して ドリら

れぅ。越前山頂 9:25分。 ドIJJ 12:15分。「大

富士」さんが迎えに来て下さり、オ風 :Jを沸か

し、病人をすぐ寝かせ、私たちにはあl i4り 11の ご

馳走。そして柴パーティーと合流するために沼

津に行く途中の駅まで送つて 下さり、タダで良

いという。そんな訳にはと 3千円 (風「 l代 とし

て)置いてくる。またきっと来ますと言つて。

病人が出て心配 したけれど、「大宮 lfJさ んの

お陰で病人もゆつくり休めて回復 し、後味さわ

やかな直|イ子となりました。

|ゃまなみ 柴勇

5年越 しの願いがかなう

愛鷹山は、5年前、12月 に行った山だ。ルー

トは今回とは逆で、沼津から入 り、愛鷹山に (ト

つた後、須津山荘に泊まって、翌日、 |‐ |11本か

ら登 り返して、小日踊1岳 まで行こうというものだ

つた。残念ながら 2日 日は、呼 子岳までで撤退

した。いつか機会があったなら是非登って見た
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い 山だつた。

り13時に起きてみると、基lが 出ていて富士山

も薄‖キい空に共の雄姿を見せてくれた。われわ

れは、山頂からの富士の展望を期待 して、民宿

の主人の自動車で、登山日に向かった。この時

季は、411子にはかな り|'1る く、ヘ ッドランプは

いらなかった。低山でも早朝は気温が低くさわ

やかで、暫くのあいだは、野鳥のさえず りがき

こえ、新緑の空間を楽 しんだ。

まだ朝食は取つていないので、愛鷹山荘で休

憩をして、民宿のおばさんが作ってくれた二食

のおにぎりをありがたく頂いた。幸いに水が冷

たかつたので、水筒の水を入れ替えた。越前岳

までは気持ちよく朝の涼 しい うちに行動ができ

た。特に多かつたのは、 ドウダンツツジでしか

も自がほとんどで、赤い色や、ピンクのものは

時々見かけるていどだった。

呼子岳山頂では、鈴鹿労山のメンバーと出会

つた。十里木にテン トを張つて今「1にはここか

ら引き返 して帰るという。肝心の鋸岳をやるだ

けの時間がないのだ。お互いに記念写真を撮 り

合つてエールを交換 して分かれた。

いよいよ核心部の鋸岳である。人 口には、崩

壊 していて危険なので『 人山禁JL』 のたて看板

が立っていた。事前に満家さんが役場に

'1い

合

わせて通過可能であることは知っていた。歩き

出して始めは岩場の トラバースが続 く。片側は

急斜面に立ち上がり、足元は急斜面に切れてい

る。足場は狭いが慎重に、備え付けの鎖を伝つ

て切 り抜ける。

まもなくピークが近づいた。ここで、各自、

ハーネス (シ ュリンゲ)と カラビナを着装する。

これをつけると、なんと無く緊張感 と、岩に登

れるんだと言う喜びが全身にわいてくる。 ・人

ずつロープで確保 し全員最大の難所をLIJり 抜け

る。 このあとは、オ場の1ヽ り下り、そして、 ト

ラバースが位牌岳の登りまで続 く。途中ル1壊 が

ひどく、ルー トがわか りにくいところがあり、

標識も壊れていて、ル~卜確認に少 し手||lll反 る。

また、岩がぬれていて (乾 きにくい岩)沼|り 易

いところもあつた。だが、ロープ7確保は 2簡 ,ブF

だけで済んだ。みな、岩場の経験者なのでその

点は安心だ。

位牌岳への登 りは無風で蒸 し暑く、汗が lllめ

どなく流れた。山頂に着くと広 く、休憩には
「

度よい。富士市内の高校の登山部の生徒たち 20

名位 と休憩を過ごした。位牌岳の山頂で、大「
11

さんと携帯で連絡がlFxれた。二人とも無
'I「

民″i

に着き、斉藤さんも民宿の手厚い手当てを受け

て、小休止 していると開いて、我々もみな安心

した。愛鷹山でさらに、大 |卜 さんと連絡を取 り、

丁度沼津の下山時刻に合わせて、駅で落ち合つ

た。今 1可は、アクシデン トのために二人がllJr念

せざるを得なかつたが、次 1呵 くるときには 5サ |

のまだ涼 しい時期がいいで しょう。
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概 要

日時 :平成 13年 6月 16日 (J、 17日 (日 )

目的 :5周年記念山行シリーズ。要所で富士山

を見ながらの長い縦走

山 域 :愛鷹山塊、 歩行時間 :8時間 30分

参加者 :L清家、SL柴 (やまなみ)、 外崎、大

串秀、大串恵、斎藤、武藤0メラ)、 青山(記

録、やまたん) 8名

コ ー ス :    :

1日 目 :我孫子 1328=小田急松田=御殿場

―(タ クシー)―須山 17:20 旅館泊

2日 日:須山 400-(旅館朝 一愛鷹神社 420

～愛鷹山荘 4:35/5:05～富士見台 6:15/20

～越前岳 6:43/700～休憩 715/&50～ 呼

子岳 9:20/30～割石峠 9:40～蓬莱岳 950/
10:00～鋸岳 10:00～位牌岳 12:03/20～ 袴

腰岳 13Ю5/15～愛鷹山 1422/30～愛鷹

ゴルフ場 15:50-(タ ク■)一 沼津 18:05=品川

20:30=我孫子 21:40
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ガ 岳
1,777.71111

リータ―゙外崎 連

小さい頃の懐かしい味を目に・口・

5周年記念山行実行委員会が、富iL周 辺の山

14山 のリーダーを決めた時、「外崎さんに島、さ

わ しい山があるよ。」と柴さんや村松さんに含み

笑いされたのがこの IJJ。 ガイ ドブックを見ると、

急登の うえ笹が深くて、笹の [1に 首
・
を出した り

足で探 りつつ進む佃所もあるとのこと。この梅

雨時、さらに雨でも降られたらと気をt)ん でい

たら、当日はカンカンサイ{り となった。

参加者は 10名 。西国分寺駅の1階段を走 り下り

たお陰で速い電車に乗れ、その後も トン トンと

進み、河日湖駅にはタクシー予約時間1よ りも大

分早く到着。時間がもつたいないので訳を話 し

て別のタクシーに 5人ずつ乗 り、根原まで連れ

ていつてもらう。今 日は折しも富士山の山開き。

河 口湖駅前の常駐のタクシーが足 りないのでは

と思いきや、客待ちの車が目立った。根原でタ

クシーを降 り、運1云手さんに教わった紺|い舗装

道路を、右手にHlが って 下り気味に行く。やが

て赤い鳥居が見え、お地蔵様の前を通ってその

先で十字路に出る。 ここで始めて指導標に出会

う。貯水池の上手沿いに進むと、前方に端足峠

を挟んで左に雨ガ岳、右に竜ガ岳がitんで見え

る。強い 日差 しの中、夏草を踏んで行 く。この

あたりは桑畑であったらしく、今は大木 となつ

た桑の本が何本も茂つていて、赤や黒の小さな

実を沢山つけていた。1llい実を目に入れると、

私のノトさい頃の懐かしい味がした。

その :|十

、私の家では蚕を飼っていた。家の裏

山には、葉を摘むのに手頃な大きさの桑の本畑

が広がっていた。ある「1、 私は日が ′́Iオ lノ るまで

一人でそれらの本に登って、はいていたスカー

トをたくし上げ、その中に真つ黒に熟れた大き

な桑の実を摘スノで、ついでに指 も日の周 りt)真

つ黒にして家に戻った。当然のように ドになっ

た実がつぶれスカー トを紫に染めて、けお1に叱

られたことを思い出す。

いよいよ杉林の登山道となる。ゆるやかにてヽ

つて丁字路に来たら、左手に曲がる。ジグザグ

に登つていくと杉林がきれ、明るい雑木林の端

足峠に出る。右手には竜ガ岳がこんもりと盛 り

上が り、その下方には本栖測の湖顧iが見下ろせ

る。樹間を渡つてくる風が心地よい。雨ガ11ヘ

は左手の道をイ子く。 この辺 りは笹が刈られ気分

も良いが、登 りになった頃から樹林も深くなつ

ていく。 この後、山頂までは殆ど平‖14t場 ,,Fが

ないほど、ほぼ一[1線 に 500inttI秀 る。11は ガ

イ ドブックに書かれた凄さはないが、それでも

うるさい。樹林の問からは、富士山がいつ t)背

後に見え隠れしている。ひたすら登ってやっと

山頂にたどり清くや否や、正面の巨大な宙 li山

に向かつて、♪頭をた～か～く♪と合111し 、ノ」

歳三唱。私たちの他には誰もいないので力が人

る。ほとんど雪のなくなった富 J」 山が、美しい

裾野を左右に伸ばしてすっくと立っている。来

月になったら登つておいでと招いているようだ。

山頂部はそこだけがポッカリと笹が刈られ、

芝生のような車が茂つていて、昼食後は

ゴロリと棋になる。
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山頂からは、毛無山方 lrllに 細々と道が続いて

いたが、指導標がほとんどなく、道も踏み跡が

不明だったりする佃所もあるとか。

昼寝を楽 しんだ後は山頂に男llれを告げ、端足

峠まで一気に下る。計画ではここから竜ガf各 方

面へ進み、右折 して急斜面を下ることにしてい

たが、11年発行の 2万 5千図 「精進」には載っ

ていないので十字路まで下 り、ここから長い長

い平坦な道 (東海 自然歩道)を飽きるほど歩い

て、県境に出る。この自然歩道は深い杉林の道

で、昼でも薄暗かったが、昼 下がりのカンカン

照 りを避けるのには良かったかも。

車道を横切リー
'何

1し かない食堂の空き地で、

今朝のタクシーを待つ。河日湖駅へ戻る途中、

車道の横に気温 31° の表示が出ていた。この辺

りは一頃まで、こんな気辛11は 一夏に何度もなか

つたことだと運転手さんは驚ぃてぃた。地球温

暖化なのだろうと話ていた。

というわけで、みんなの喉もカラカラ現象を

起こし、河 日湖駅前に寄 り道 して帰宅の途につ

いた。

やまなみ 千葉 有子

「幼子」のような雨ヶ岳

季節はlfli雨 の真っ最中。 |IIの名は「雨ヶ岳」、

とあつて当然雨具をつけて務ることになるだろ

う……。その予想に反 して人気は快晴。偶然に

も今日は富士の山開き。 しかし、富士f急の電 lll

の窓から見える富士はすでに無冠雪。三ヶ月前、

十里木高原から眺めた白い富士はどこに行った

のだろう。「なんだか富士らしくない」と贅沢な

不満を「コにする。

でも、登ってみた雨ヶ岳の印象は、「まるで宙

士に抱かれた幼子のようJ。 なぜなら、緑に :́[

われたシンプルな姿。そして、何ぐkり 今 りはてヽ

り。普通の山は、登っているはずなのにやたら

下つて「もったいない」思いをするものだが、ほ

んの短く下つたのは端足峠を過ぎた辺りだけ。
ただ、ただ1頁上 |]持 して登る。本当に素 |「1な 1lf

ヶ岳。

素直なのは雨ヶlキ だけではない。貯水 l也の近

くで桑の実を見つけ、端足峠でキィチゴを見つ

け、そのたびに微声を上げて頬張る。|り〔11に 杵
けば、大きな声で「宙上の山」を合

"た
1。 そ して万

歳三唱。1/11日 さんの持ってきたサクランボに 110

個も食べちゃったゎ (外崎さん)」 、「私は会長に

遠慮 して 9佃 よ (清家さん)」「俺は 21司 しか食べ

なかっ在ぞ (i高橋さん)」 ……。「まるで,Jrの (k

うだ」とわたしたちを笑って見ていたのは雨 ヶ

岳の方だったかもしれない。

頂:Lか ら見た富士は、北西の裾野に1午 木ヶ原

の樹海を従えて、ゃはり堂々とした「1本の官 lf

だつた。「富士らしくない」なんて思つてごめん

なさい。下山路ではシモツケやヵンアオィ、ォ

ダマキを見つける。山の名に反して快‖青の中の

登山。峰を波る涼風に救わね′た、楽 しい ‐Hで

した。

概  要
山行形式  [1帰 り (バス利用)

刃1 日 平成 13年 7月  1‖ (H)‖青れ
山 域 天子山塊
目 的 富士山の展望
参加数 10名
コ  ース

我孫子駅(5:33)⇒ 河日湖 (8:40/8:50)⇒ クク

[]獅蘇彗,I『職畔
→我孫子駅(21:30
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<7月 >

ひちめんさん

七面山～八紘嶺
(1,989 ⅡO  (1,9181n)

リータ―゙糸|‖里予̀
省

:]1

多 くの信た が養 る名刹 と

迫 力の人崩壊 の■ll

霊場として有名な し面山の挙山日は 2つあ

る。一つはI]1府経由で身延線 ド掏
`温

泉駅でタク

シーに乗 り継ぐ角瀬i集落の裏参道。

もう一つは春木川を南下し白糸ノ滝やネ11カ坊

から表参道等のやや距離のない登り道。

長い尾根 を私達 4人 が静かに歩 くためには、

『神通坊の方が良いのでは !…』とのタクシー

運転手の言葉で決まった。

私達の選んだ登山道はよく整備されて歩きや

すい巨大木々の静寂で無人のゆるやかな道であ

つた。静かで落ち葉のクッションが,い地よいが、

なにしろ奥の院までの標 i喜差が 13001■lほ ど

もあ り終始、急がずあせ らずのペースを守った。

参道脇には、地蔵群や何丁日と書いた丁目石が

心を和やかにする。

不思議な光景に出会つた。それは山道に沿つ

て山上の方から水のホ早スがどこまでもどこま

でも引いてあり、休憩 した安住坊兼茶りItiの お じ

さんにたずねると水を山頂からり|い ているとの

事。下から引きあげるなら分かるのだが ?、 地

形図上には山頂に池がある一が ?常時給水でき

るほどの「飲み水」ではなかろう。「飲み水」が

そんなにあるわけでもないのに ?… と思つた。

高度を稼いだ疲れを癒すため茶店に寄る。富

L山 が大きく見えたが・…何度も雲にじゃまされ

てしまう。

冨十山シリーズの写真を義務づけらオ1́た安 III、

利‖野清子の「Lil女性カメラマン 2台の競宴であ′っ

たが・・・はたして冨士の写真は撮れたのだろうか。

樹 |‖1か ら|:1峰 llttiσ)1lI々 が望まオじるc iへ ,日、を

15分。ベンチで仮眠 した。

ゆつくりと樹林をめでながら静かな道を 3度

の休憩をはさみ先を急 ぐ。遠 くに読経の声が聞

こえてきた。そこは奥の院の裏 日であつた。無

料のお茶をいただき、静かな時が lLま った気に

触れる。隣にとてつもない大きなィ「,・・影響イ「に

難解な質問を心に||llう ていた…が、我らりヽL人 に

は何一つ解からないままでした。

奥の院からはほぼ平‖1に広い道を 20分ほど、

明るい空が広がる道に近づくと本「|のイli⇒ H蓮

宗の一人霊場⇒敬 |ザ〔院からも 一段 と大きな読経

が聞かれるようになつた。なにやら1に厳な気持

と、やっと社i泊地に登 り着いた安堵感でホ

'!とする。

山頂に近い山中に壮大な i_ooo人は41ま

れる寺院がある。この日の大宿坊の宿泊者は 3

00人位だつた。夕食は殺生なものをlJl除 し、 ^

汁三菜の質素な精進料理。だが、日本酒も少々

出たが参加 した皆さんはあまり飲まない人ばか

りでした。修業中いずれも恐い顔で憮然とした

態度の見習手伝い方 (僧侶)が律i泊 の我々に 15

m位の長島、とんの敷き方を指導してくれた。だ

が 「早く敷け」と要領の判らない登山者を急が

せる。その日は各人、イモ虫のようにlllrん で11

た。だが、なるほど合理的だと思 う,フ トン年十

の跡かたづけも丸める迅速な方法であることに

感心した。
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祈祷代を含む宿汀1費は 5500円 で安い。[E座 し

て聞く長い読経 (40分)は足腰が痛くなるほど

で した。

朝は 4‖キ/Jヽ られイЙl者やイ言者が起き 4‖キ36う)ビ

ンクの空から現われる日の出を山門前まで児にイF

く。だんだん空に太陽が現われ′る冨 IIは荘厳で

万歳三唱が登山者や、信者を酔わせていた。高

ぶる自分が日本人である I卜を冨士山の姿を通 し

て自覚する。

人出募チチイタtゞ ネ 1・ 胸 どきどき

第 2H日  冨士を仰ぐ隋身llllの 前から七

面山へ向か う、架線ノjヽ屋の右手を通 り、なだら

かなコメツガやモ ミの樹木の径を通るが、それ

も15分 ぐらい。名1手のすざましい崩落を想像

しながら緊張の身震いで与L足 に山頂をめざす。

今回の山行の主な対象州七雨i111で ある。有名

な大崩落があるから私達は七面i山 に登りに来た

のだ…。山頂は平坦に 2等 三角点がある。写真

に収める。周1711を樹林帯に1飛は れた広い平地だ。

ここから先はやや難路で細レヽ。 しばらくは尾

根 も昇降を繰 り返 し地形も複雑で地図を頻繁に

見ながらの歩行。小窪地を見て尾根が狭 くなる

と希望峯である。稜線は小さいながらアップ、

ダウンがどこまでも続く、縦走南下中に幸いに

も南アの巨大な山脈約が見え盛 り上がる。南アル

フ
゜
スの宗ケ岳 (谷底から2000m近いせ り上がりの

山)の美 しい姿、自峰南稜の名峰に恥 じない堂々

たる眺めに圧任1さ れる。後方に荒り|1岳、赤石岳、

北には甲斐駒の姿が遠くに見えたが霧の時など

方向には充分注意が必要なところだ。

このコースはかな りの距離があリアップダウ

ンがいやなほど繰 り返される。針業樹林の原生

イ本や笹原など次々に展|り‖する自然に浸れ′るわけ

で南ア深南部をHI旨す第一歩になろうぃ

第 2三角点か ら南部 の入紘嶺 へ

ミネそもアルプス
`餞

の基式寸

八紘嶺との中間に位置する第 21角 点は、1‖ [

望には恵まれないが、小広いピークだ。アップ'

ダウンの稜線の連続は時間を経過するほどH数

が少なくなつた。ここから非情にも ‐度コルま

で下る。いつのまにか Sさ んのお明tり もピタリ

となくなった。

持参の水を調整しながらのどを湿 らす。 さら

なる追い討ちは 20～ 30mの小ピークを何 IHI

も作Tllllも 上り下リー
l~る 。

入仏晨 ル預 ↑‖和 りて人 に本 う

「最後の登りだ」と元気をだすが、もう 。つの

ピークが前方をふさいでいる。小刻みなアツプ'

ダウンに我慢、ガマンと自分に言いきかす。「
|||

間は僕と同じように、我慢しているのだ」そ う

考えなくちゃ山はヤッテラレナイ !…

ようやく人紘嶺ピークに立った。ここは小広

い休憩地、七面山より南下以降、り〔上で初めて

の登山者に会う。地元、静岡の 5人のグループ'

でした。地元の人は温厚でした。「「1・ 葉か喝ここ

まで来たのなら大谷行iと 山伏岳』に是り|:(卜 つて

…と薦めてくれたが・・・。霧が出てきたので1こ 九II

は′熙′日,ビ。

人紘嶺山頂から安陪峠、梅ケ島7hi泉 まで 気ヽ

に急下りの連続でつま先に気をつけながら夕III缶

差 1400mの つらい長い ド降でした。

待望の温泉「|に到着したがバスの発車まで 20

分ほどしか時間がない。JF;玄隠しの湯をゆっく
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り味わう山行il・Πlで あつたが、バス時|‖]にセカ

サレテ温めの内湯に入湯時間わずか 7分の『 カ

ラスの行水』に終わつてしまつた。

充実した山行に終始した深い山 (安陪奥)の魅

力に満足した 4つの良い顔が無事 ド山の握手を

かわす。唯一の誤算は7日 泉だった.ゅっくりつ

かるはずだったのに。―― 悔やまれる。

やまなみ 斎藤 清一

今夏一番の猛暑、仮眠で元気に

7月 14日 (土)～ 15 Fl(日 )五周年記念富士周辺

の山行シリース
゛
の最終の山行が行われた。

当日は今夏一番の猛暑であった。 早朝の我孫

子は蒸 し暑く新宿発の特急あずさに乗り込んだ

時は既に喉の渇きを感 じていた。「F府から身延

線に乗 り換えた一行四人は山と川の淵を電車に

身を任せながら、しばし山行談義にはなを咲か

す。身延駅のひとつ前の下部温泉駅で下車する。

乗客からのアドハ
゛
イスによる。登山日は下部温泉駅

が確かに近かつた、料金も安かつた。

角瀬 (七面山挙山日)に着tヽ たのは午前 10時

もうすでに太陽はシ
゛
ンシ

ヾ
ンと輝き照り付け始めて

いる。神通坊で山行の無事を祈 り赤い鳥居をく

ぐつて登 り始める。参道には
「

日ごとに道標が

ありここから本 国の宿 “敬慎 1完"ま で五十丁と

書いてある。 しかし蒸し署い !我 々が登つてい

る道は裏参道で人とは出会わなかった。 日蓮宗

の信徒の人々は表参道を登るとのことで した。

十九丁日の安住坊の茶店に着いたのは 12時を

回る頃でした。安住坊の茶店は本国閉じていた。

Hりl上人手有l[えの |ヽチの本は し「千年 t)の |||]に 大き

くなつたのであろう。二人で1喩 の周 りを手でつ

ないだが大きすぎて。記念にシャックー カチ!

三 1‐ 丁目の明浄坊に着いたが、ようゃく視界が

開けて束屋からは富士さんが雲を彼っているの

が見える。 もうすぐで雲がとれる。シャッターチャンス

がやつてきた。 すばらしい !

この暑さはたまらない (こ こで 26度 との ilr)

体温を下げるため 20分程仮眠。寝党めがitい、

体がスッキリ、元気が出てきた。

奥の院でお茶を頂き大きな宿坊のある敬|デ〔院

に着く。 このような山奥に大きなl1711藍 には皆ビ

ックリ、信徒がどんどん表参道から登つて来るぃイli

泊部屋に通されるが既に 15人～2()人がた1,ろ

していた。人浴は可能との 1手で例のごとくィf鹸

なしで身を清める。勤行が始まるの本 Hはきし

くも新盆である。信徒の方々に混じってお勤め

に参加する。同行の Yさ んは団扇太鼓をflキ 用 し

てドント
゛
ン、ドンドン、と!|口 いている。初めてにし

ては信徒の方々と同じリス
゛
ム。

夕食はお寺であるので精進料理一飯く ^汁 、

二菜、二合のお酒を 12人で、朝も同じ。ロール

状の布団 (敷布団と掛け布団)に潜 り込み眠ろ。

4時の起床で行i坊 から外に出て階段を Zヽ り山

門をくぐると広い広場が、ここからの宙 11山 の

展望が素晴らしい。

日が昇り始めると信徒の人々はお経を|11え 始

めた。中には 3年で 300回近く来 られてると

の事。

私達のみが七面山に向か うらしい、敬慎院か

らの喧騒から離れて静寂の 1上界に入 り込む。

大赫i落の崖を木々の|‖Iか ら見ながら_Lり 詰める。

今朝も暑い ! 七面山の頂上は展望が良くない。
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樹林の中をくだり、更に登ると喜望峰にでる。   HΠ キ: 13句 17り 114H(上 )～ 15日 (H)
宿坊、 」泊南アルフ

゜
スの展望が素晴らしい。 1,918mの 人紘嶺

日白勺 :

は日と鼻の先である。人紘嶺の山頂から話し声    ①、富士周辺の山シリーズ完結。 最終の山
ノヽ !

が聞こえてくる、本 国始めて登山者と会う。静
②、2日 日7時間の歩行体力で、南ア展望と

周 りは樹林だ。記念写真を !

岡県の 2組の夫婦。 しきりに “山伏"をすすめ

は ミズハラ、何にも食べたくない。

概  要

富士山を望む。

参加者 :(1ン )細野省 。(SI´ /会計)安 |||。 (写

真)利Π野満 。(やまなみ)斎藤

歩ミイ
:テ

||キ『|]:  11]FI:4‖ キ『1、  2 FI日 :6‖キllll、る。次国の山行に期待 して、富士山が展望でき
地 形 図 :身延、七山i山 ,梅ガ島

る富士見台を目指す。水を飲んで、飲んで、腹   費 用 :約 1万 5千円 (全て含む)

くだ りに下つて昼飯 も食べずに山を降 りる。   コース :

(14日 )成口1線我孫子駅 530→新宿特急あずさ「IIIケ島温泉で昼飯だ」を合言葉に降りる。武田
1号 7;00⇒甲府 8135⇒ 下部瀧泉 9,30タ クシー

信玄の隠れ湯だと言われている梅ケ島温泉で汗   ～ 角 瀬 (七 面 |IJ登 山 日)1000/1015…・

と鋭気を養う。叫 F140分力■すて静岡駅にでる。
露1瀾J ttγl篤

…明浄院 1419152)… 敬慎

(15日 )イ故1真ルヒ5:55…・七i『ill1 6,50/7;00…・,,2_liンい経験、豪華静岡駅から東京駅をバスの旅。新 l

弁当を食べながゲ ″)車窓か硼 める景色が  1点
■%尾Ю…人紘嶺 Ю ttЮ

"…
宙凱 台

島 温 泉 12;10/13;15_1;00/11;20 …・ llll ケ

|     五周年記念山行の 14ケ所の数々思いでと経験が    ⇒ JR静岡駅 (高速バス)15:05/16:00→ 東京駅
20;23→我孫 r欄ミ21,30走馬灯のごとく通 りすぎて行くの感 じました。
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<8月 >

富士山 (A吉田 日 )

(3776m)

リータ―゙ 日下芳十

後ろ髪を引かれる思いで … G

J.自 宅出発時小雨だつたが全員集合予定どう

り出発、高尾駅到着時かなり強い雨なので山

小屋に問いただしたところ、雨との
「

l答 だつ

たが現地むか う。

2.5合 日でからだを慣 らし、雨の中頂 L目 指

して歩 くも天候回復兆 しなし。 6合 目安全指

導センター到着時風雨が強く下山者に天候を

尋ねたところ、今朝から雨とのこと登頂をあ

きらめ下山決定、その旨冨 1:宮 日組に連絡下

山する。

3.富士宮日組は、ガスの晴れ間に青空がのぞ

く、登山口和とのこと富士のあゝもとの巨人さ

をしる。

4。 お中道に入 り、ハクサンシャクナゲ、ダケ

カンバ、ナナカマ ド、コメツガ、などみごと

な樹林帯をいく。道は平対1で石畳やスコ リヤ

層の上を歩く。7月「|:旬 から8月 Lイリにかけ

てコケモモ、ベニバナイチャクソゥ、マイズ

ルソウ、などの花が楽 しめる。樹林帯を抜け

火山荒原に出るとオンタデ、フジハタザォ、

メイゲツソゥ、ムラサキモメンズルなどの荒

地に進出 した先駆的な植
`Lが

兄 られる。50分

ほどだ御庭のあずま屋つく。左には寄Ji火 山

噴火 日が見える。‖当1「1が あれば付近の散策も

良い。あずま屋をすぎ、す ぐ右側石段をスバ

ルラインに向かうて綺lJl火 山の火Hを見なが

ら下がる。スバルラインに|||て ノ11に 少 しifた む

と奥庭自然公国人口でる。

5.有終の美も飾ることもできず、後ろ髪をり|

かれる思いで又くる日を期待しなが聰下山口

に 到 着 。

|一 言 集 II
花はなし本はなしの宮十山は登るだけではち

ょつと・ ・ ・ ・。 けど反対側から登ってくる l)

グループとじ〔上で握手できたらいいな 。。・c

お鉢めぐりも期待してたのに ,1々 の 下山は残念。
次回はお中道のシャクナゲの咲く頃にあわせて
ぜひ。

「残念 !」

(利‖里予れ,r・ )

(IIIオ J‐ IttZS)

雨の富士山はご機嫌ななめ

長い円l今ってみようと思わなかった山⇒「「it

大なる通俗 !』 、冨T Llll。

山は岩より、石のゴロゴロより、砂ねノきより、

高山植物が多い少ないより、天気が晴れるよ

り、。…長い‖1こ の山に合る気も湧かなかった
Iぅ

～そんな生意気な信条を持って臨んだ山でした。

・…だが、六合日の人候で「り|き 返す」との I´

の判断に、私 |:1身 は以外に冷静だった。ピーーク

に登れなかった富士を下山にかかる…・と、無性
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要概

目  ||キ  : |`′り茂  13イ li 8月 1911(111)

目  的  : 5周 年記念山行

参 力1者 : |]|。 0′ )、 松本 (SI´ )、 剰Π野清、利1

野省、人桃 (渉外)、 Iこ 木 (会「 |‐ )、 中野 (会計)、

中村 (カ メラ)、 渡辺、高橋潔 (記録)、 (10″1)

コ ー ス  :
千代 |‖ 線我孫 r駅  5i33⇒  ill尾 駅

7:26/7:47→  1打 lfi色線 7F∫「1洵1働く9:2
6/9:35⇒ 登|||バ ス → 5イト|]

10:30/Jl:15 → 6合 H安全1旨 導
センター  12:00/12:10 風雨強くな

り
~|(ll l決

定 → 5合 F1 12:45/1:20 /ト
雨にな り風 もやんだのでコース変史 御庭 山

行実施する。お中道人 りH l:25 → 御

庭  2: 15/2: 30 -> 御庭バス11ニ

2:55/3:00 ⇒ 富 士急線河 日湖駅
3:30/3:41 ⇒ 千代 ||1線我孫 r駅
7:06
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<8月 >

富士山 (D富士宮日)

(3776n■ l

リータ―゙榊原文子

青緑の光がパチパチとものすごい

光を放ち、やがて黄金に輝 く火のか

たまりがす一っとロロ
"

リーダーとは名ばかり、実力と経験のない私に

は富士山のリーダーはとても荷が■かった。早速

地図を広げルー トをlilllべ る。時刻表 とにらめっこ

で電車、バスの時間をnllllべ る。結果、新幹線和l川

で新富士より富士急バスに乗 り新I合 日 のルー

トと決定。小屋 も一通 り電話 し、元利l七合日小屋

と決めた。

当日我孫子駅、全員そろったが一番不安なのは

私だったような気がする。新幹線 2号11(t)ち ろ

ん禁煙車)は早朝のせいで空席多し。 しばらくし

て窓に雨が当たり始める。人した事はなさそ うだ。

新富士に着く頃にはすっかり人気も
「

1復 した。バ

スは御殿場、二島、どちらに下りてもOKの往復

¥3000円 と超お得。しかも終点まで 3ヶ所も 5分

～10分間の休憩があり、浅問神社では運転手さん

の勧めによりほとんど企員安全登山を願つて下

車し、お参りをした。バスの中から富士山がくつ

きり見え、いよいょだなあと心を引き締める。

新五合日登山「1は観光客であ遮ゝれ帰り、我々の

ようなスタイルの人は珍しいほど少ない。すでに

2,400mの高度に慣れるため、 ‐
ll寺‖1ばかり休憩 し

登山口へ。ガスがかかり周りは何も見えない。で

も薄日が射し、だんだん明るくなり始めた。青空

も見えるようにな り六合目をi過 ぎた当りから雨

の心西己はなくなつたぅ

ブこ利1‐ L合 目には約 211キ ||キ 1半かか り211キ ヒrti,1ォ午∩

しばいく休んで部屋へ案内 して riう 。 1枚の布|ヽ1

に 2名づつ、既に用意されている。我々が ‐
番だ

つたので当然 まだ空き状態。“じめた 今夜は大

の字で寝 られる。"と 喜スノだのは大|||1違 い。夕fミ

後する事もないので早々にフ トンにもぐり込スノ

でいる間に、みるみる人で満杯。出た り入った り

うるさくて寝ていられない。|ll小屋というより ヽ

‖寺休憩所といつた感 じだ。我々も 1時り1に はJILき

て、 211キ には出発した。体がフラフラと安定が悪

い。歩いているJtに 11:い 大きな何かがゴ17ゴ Iプ ヒ́

ている。よく見ると人が横になっている,,ゆ っく

りゆつくり登る。

一名体 lllll悪 くな リノヽ今日小屋で待機 して 1)1)

うことにし、
~ド

山も1市lじルー トと決め||1発 する。

9合 日5勺小屋を,過 ぎたところでご来光を迎えるで,

青緑の光がパチパチとものすごい光を放ち、やが

て黄金に輝く火のかたま りがす一っと 11が /)て

きた。本当に 一瞬の出来 11「 に,日、をのんで見守ったc

すごい感激。思わずバンザイを叫んでいたの

頂上にたどり着き、あらためて感激の1ル:手 、や

つとやつと登った。本当に苦しかつた。峻素を吸

いながらの人もいた。皆よく頑張った。初めて見

るお釜。黒く焼けただれて、ものすごい迫力。そ

の脇でお湯を沸かしてコーヒータィム。最高に美

味 しかった。Y200払 ってバイオの最新式 トィレを

利用。すごくきれい。匂いがない。

会Jが峰では南(中央、北アルプス、日光illl山 そ

の他の山々を見下ろし、全員で “宙 fl:は |1本 ‐の

山"と 声高らかに 2回繰返して唄つた。気分は最

高、これで目的を果 し下山することにした。人気

に恵まれ風もなく、頂上にある浅間神 |11で この lll
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運を,感謝 し|IL界 平nlをり]1頂 して、1卜 |‖ |の

`寺

つ人合

[1小屋′ヽヽと1占|う 。 全Itで、新 ri合 ‖へは lo lLTげ〔

着。良かった、本当に「とかった。ヤヤで元気に戻つ

てこらオしたことが何よりもク喜tノ い0宙 II山 は、眺

める山、登らなくてもよい山といつ t)思 つていた

が、登つてみると何とt)い えない満足感が残る。

やはり富士は日本 ^の 山、すばらしい山であつた。

リーダー部長の村松さん、会長の外崎さん、人|11

夫妻、箕輪夫妻、中村八重■さん、すli市 |さ スノ、松

本J^さ ん本当にご協ノJあ りがとうございまヒ/た。 リ

ーダー としての仕 1千 はほとん ど何も出来なかっ

たような気がします。キヤ様のおかげで大役を果す

ことが出来ました。本 )11に 本 :11に ありがとうござ

いました。

やまなみ 庄司 洋子

憧れの山・富士山ヘ

どこへいっても富士山にあえば「あ―富

士山」と声をあげてしまう山、姿、形のす

ばらしい日本一のこの山は見るものと思っ

ていたので今まで登ったことがない。が、

五周年記念の締めくくりとして「富士山」

力滑[画された。遂に登るチャンスがめぐっ

てきた。

登りに特に弱い私は標高さのいちばん少

ないと思われる富士宮コースを選んだ。

東京駅から新幹線 こだまに乗る。登山判L

で リュックサックといういでたちで乗るの

はちょっと気がひけたが、自由席は空いて

いた。新富士で下車、バスで新五合日登山

口に向かう。

バスは富士宮の市街地にある平安時代に

建てられた富士山本宮浅間大社による。境

内に一歩、足を踏み入れるだけで厳粛な気

持に…無事に富士山に登れますようお参り

する。境内には「湧玉池Jがあり、橋から

浅い池底が見渡せ、水が湧きだしているの

がよくわかる。名水を汲んでいた。バスは

さらに途中 トイレ休憩をして時間どおり、

登山口に着いた。

休憩所で昼食、ゆっくり休憩時間をとり

、いよいよ登山開始。

登山口から山頂の気象観測所の白い ドー

ヱ、が見えるので一気に登れそうであるが、

結構急斜面が続 く。一時間ほどで六合日 (

2600メ ー トル)に。この付近は、そんなに

多 くはないが高山植物が見 られ、特にヤナ

ギラン等が目をたの しませる。これから先

はザクザクと砂礫を踏みじめて登る。私の

足に合わせてゆっくリペースで。途中、左

のこめかみがちょっと痛 く高山病にならな

い前に酸素を吸ったほうが良いとのア ドバ

ウスをうけ使う。初めて使 うのでちょっと

戸惑う。さらに高度をかせいでゆき今夜の

宿、元祖七合目小屋に着 く。小屋の前から

霧が晴れると駿河湾がみえる。

ところで今日は吉田日からのコースの山

行も行われている。途中、携帯電話で連絡

し合っていたが、吉田日の方は風雨が強 く

小屋に着 く前に山行を断念 したようである

。こちらは天気がよいのに、やはり富士山

は偉大だ。

小屋の人が話していたが毎年、単独で登

って来る90歳台の登山者がいるそうである

。他の山ではあまり見 られない若い人たち

そして子どもたちが多いのにびっくり。一
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夏に約30万人、老いも若きも、男も女も、

外国人も「一度は富士登山をJと 志す。や

はり富士山は特異な山なのであろう。

小屋は足が痛いと泣 く幼児等、そして夜

中の12時過ぎても宿泊する登山者が来る。

ゆっくり寝ることは難 しい。

2時前、真っ「音ななかヘッドランプをつけ

頂上目指 して登りはじめる。歩きにくい砂

礫の道は、急坂を繰 り返 し高度を_[1げて行

く。五時、頂上手前のところで御来光を拝

する。青というか緑と思える光、そして直

ぐにオレンジ色の太陽。イ可とも荘厳な気持

になる。

五時半、浅間大社奥宮に到着()噴火口を

見、測候所のある剣が峰を目指 して一登り

。写真を取る人達が列を成 している。測候

所の見晴らし台 ?に皆で登って恒例の "あ

たまをくもの一と大合唱。

こんなに晴れている富Jf山 に登ることが

出来て本当に良かった。

私が講読 している新間は創刊 130年記念

行事として「富士山再生キャンペーン」を

していてゴミ問題、 トイレFl題の記事を目

にづ
~る

ことが多 く、 もっとゴミが日につく

と思った。そして言舌題になっているバイオ

トイレを見た。ささやかな気持ちとして協

力金を入れてきた。

7時半、私たちもゴミをひろいながら下

l11り
~る

。

登りではわからなかったが、ほんとうに

樹木のない荒涼とした赤茶けた溶岩の斜而

がノ`合日辺 りまで11:びている。

途中から雨具をつけた。山の天気は変わ

りやすい。おかげで ?砂ぼこりがたたず、

マスクの必要はなかった。

富士山術生センターのある八合目辺りか

らオンタデのオ朱がメ、キt白 J｀ るようになり、六

合日辺りはクリ ノ、色だけでなくピンクの

オンタデがあった。

11時、富士宮瀬7五合目登山口に皆、無事
~F山

て,            ′

帰りはバスで身延線富士l,I駅 へでて「青

春 18キ ップ」で帰路に若いた。
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一 言 集

|]本 列島のほぼ中央にどっか りと立ちはだか

つて、匹1方の山並みを従える官 JI山は、春夏秋冬

その姿を変えて私な りのイメージを作つている。

貪Jが峰から雲海に浮かぶ御坂山りL、 茅ヶ岳、人

ケ岳、浅,1111、 卜1光 白根方面、そしてアルプス連

峰が眺望できた。目的達成をうこして「富 :IIの 山」合

唱、万歳三
“
「1。 これで私の夏も終わった。

(箕輸カオル )

利尻 、大雪そ して富士 山

ようやく体が |||に 慣れた 4月 、体調を崩 した。

もう山に登れないのではないか。和1尻、大雪はと

ても無理か。迷いで胃がまたり市む。決めるのはあ

なた自身だと医者も結論を出してくれない。思案

の末、周囲の後押しもあり思い切って決行。無事、

登山できた。

そしてついに富士山に登る。山頂からは未踏の

南、中央、北アルプスを。遠 くは、日光連山も。

真中になつかしい人ヶ岳。浅|‖]も元気に煙を上げ

ている。 しばらくの問、自らの半 1士紀が頭の中を

駆けめぐる。山は医者も及ばない復元力を持つの

か !山 は生の原点に連れ戻す力を持つのか !

(箕輪完二)

いつも遠くから眺めていた山。そんな「1本一の

富士山記念山行に意気込んで参加 したものの、あ

えなく人合 日でダウンしてしまった私。すっかり

へこんでしまったけど、いつか再挑戦する |ヨ もあ

るかも。・・。

ご迷惑をお掛けしました。

元ネ[[小屋での一夜には、あきれて笑って ヒノまっ

た。時l11ご とにぐずる子あ り、ll l:く 人、1111)を i:

う人、ヒシヒソ話をする人ありで、無呼吸の者 人

などは、 9つか lo数ぇると、たまった,日、をぐは

―と|[llき 出す。その間lに も|lilて いく人、

41ま りに来る人、決められた場アプ1/Jれ やヽだと,1ら

うている人ありで、寝ながらにして我が■liに した、

他の山小屋にはない体験をして、もうクラフラ。

(タト山奇這1)

行けそうでなかなか行けなかった宙 J:山。奥い

山、といわれなが ら皆さんの努力で トィ レの1設 1置

や清掃 等かなり改善されているなと思った。運

営は大変でしょうが、山小屋の質をもう少し良く

しなければ、 1趾界の MT.「 U」 1は泣くのではないで

しょうか。 (高橋男
:メ

よ)

高山病にてつらい山行でした。みなさスンの協力

により富士山頂上に立て感激です。ご来光は ドラ

マチックでした:

ボランティア、富士山クラブの7舌動に頭が ドが

りました。少 しでも近づきたいと思います。

(ll:本 J・ノktt r)

1時 50分出発。数多の星が隙間のないほど空

いつぱいに理llめつくされ、まるで
′
i`1liの 中に人 り

込んでいるよう。 9.5合 11の「1の出はれ|1秘的な

光景でした。はんの一1瞬耀いたグリーンの光に、

ビックリ。これが本ものの御来光だそ うです。
/)

回は 4年前にできなかった資1が峰にも立て、人洲i

足…。              (大 「
llメよ J・ )

(松本J^雅子)
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最初の富士山は入会直後の 5年前。 1泊、グレ

ー ドB、 長時間歩行を、初めて体験 した山行だっ

た。この富士登山を契機に、その後は大型縦走、

テン ト山行等も大いに楽 しんでいる。 5周年記念

の富士山行。感 ll■一人である。 (大串秀雄 )

富士山はやはり日本一の山だつた

―高さも人も山小屋の数も―

乗つた電車からして、いつもの山行 と感覚が違

つていた。何と言つたつて日本が世界に誇る新幹

線に乗つての山行だからである。雨の東京駅を出

発 したと思ったらあっとい う間に新富士駅に着

いた。

今回の富士山シリーズDコース (富士官口)の

メンバーは男性 3名、女性 8名の計 11名の参カロ

で、当会の特徴の女性上位を端的に表 している構

成である。 (し かもリーダーは名古屋出身の榊原

女史です。)

バスに乗 り、降 りた 5合 目は人の波、逃げるよ

うに霧の中を今 日泊まる山小屋 「元祖 7合 目」に

向かった。 (こ のコースには 1合 目毎に小屋があ

りますが、新とか元祖 とか頭に着いてる小屋が多

い。何故か旧はない。)

翌 日 (19日 )は御来光を見るべく、深夜小屋を

出発する。 どこを見ても登山道は人の波、ただ

黙々と頂上を目指 して歩き、御来光の瞬間を待つ。

5時 03分東の空が明るくなったと思うとはなやか

な緑色の光が瞬間輝き、次に真っ赤な太陽が地平

線を染めた。2001年 8月 19日 の大自然の壮大な

ドラマが始まった。この時ばかりは、人は厳粛な

心になり全てを忘れて無言で見入る。間もなく気

が付いたかのように周囲から万歳の声が聞こえ

てきた。日本一高い場所での御来光は自然の奏で

るシンフォニィーの中でも最大のクライマ ック

スであり、又人に多くの感動を与えるものです。

当会が半年間取 り組んできた 富士山とその周

辺の山 シリーズもこの ドラマを見るために計画

され、実行されたような気がする。

貪1が峰では周囲にいくら人がいても、恥 らいも

外聞も気にせず例の歌を 2番まで (リ ーダー以外

のもうひとりの名古屋出身の女性の指導で)歌い、

万歳を何回となくして下山の途に着いた。

(村松敏彦 )

概  要

山行形式 山小屋一泊

期 日 平成 13年 8月 18日 、19日

参カロ数 11名
コ  ース

1日 目:我孫子駅(6:10)⇒新富士駅 (8:22/
8:35)⇒ バス⇒新 5合 目登山口 (10:50/11:35)

～新 6合 目小屋～新 7合 目小屋～元祖 7合 目小

屋  (14:00 泊 )

2 日目 :元祖 7合 目/1ヽ屋  (1:50)～ 9合 5勺 /1ヽ

屋 (御来光 5:00)～頂上～剣が峰～8合 目

小屋～新 5合 目登山口 (11:00/12:00)→ 富士官

駅 (13:05/13:11)→我孫子駅(17:15)
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<8月 >

富士山 (B吉田回)

(37761n)

リータ―゙り|1下敬 史

|

―――一―¬

「やつぱり富士は日本一の山J

8 JJ 25日  (Jl)

5』詞イト市]念富 :Lf:光 ||lσ)8り 1 25 11、  26 FIは富

士吉‖J ilfは 「火祭 り」の行事があり、富 士吉田

駅から||1和 11ネ Lま での歩道には企業協賛の数え切

れない程の 「たいまつJが Iり |11の 出番を待つて

いた。残念ながら私たちはり|「 |は御殿場ヘ ド山

なので見ることは出来ない。地元の伯 1摯 さんに

は富Jl吉 IJ Iに 下山するよう勧められるが 。・。

中の茶屋迄の 2時 l11の歩道歩きのサント長いこ

と !!用 意周到な人は運動靴持参の人も・… 。

歩道歩きがこんなにも苦行難行とは予想外だっ

た。「一合 日に辿り着けるかしら?」 との声もチ

ラホラと出る。馬返 しでの大休憩に全員満足す

る。柴さんの提案によリー合 日毎に記念撮影を

することにする。歩道歩きから解/J/xさ れ′、嶽i六く

が深 く気分が落着く。 rl tt H御座石までは一合

日毎に廃屋の茶屋跡があ り、 111の 富 JI講のllllKわ

いを偲ばせる。滝沢林道に出て休憩 していると

若者二人に出会い 「lLり |に 中の茶屋から富士山

登頂 し下山途中」とのこと。若さは素晴 しい。

佐藤小屋でコーヒータイムとなる。

七合 日までは今までの静けさとうつて変り、

人、人、人・・。蟻の行列のごとく登山道に人

があえヽれている。火山え|の急登を辿ると今夜の

宿、七合目の「雷T lf一 」にが1若。 宿の し人は C

Iン の力1人の弟さえノで、親切に請i山病対策をア ド

バイス してくれる。夕食後いろりを lllん で談笑

する。出発時 |‖1、 人合日までの歩行速度 etc・ 。・。

8ナ 1 261J (11)

ノト屋からlii■ IIflH σ)往i々 σ)灯
^と

お請天の星イIを

見ながら出発。昨夜は騒音 (話 し声)で |‖民れ′な

かったので大丈夫かな ?(1■眠不足の人多数 )。

小屋の主人の助言どお り人合 日まではゆっくり

ペースで登る予定が、渋滞がなくハイペースと

なり慌てる。 館i山病が怖い)。 人合日で刺1食 を

食べている11に 日の出となり、気付いたときは

雲の切れ間に日はケ1‐ つていた。本人合 Hでコー

ヒータイムとのことで小黒さんと二人で武内さ

ん達を追いかけると、武内さん達には会えずに、

須走 りロコースの原田 (君 )さ んパーティーと

出会う。久須志神社 (頂 L)ま で抜きつ抜かれ

つのランデブーとなる。久須志神ネLは ド界の01

光地とHJ」違いするPlおみやげ店、人が多くびっ

くり !!お鉢巡 りをめぐり、 CIン たちが日 lr」 泡

をとば した結果、 2りIと なり (お鉢巡 り組 。■

定コース糸Fl)資 Jが峰で分れ、下山はガ|1行動 (紺 i

果は銀名水で一緒にな り全員で下山)と なった。

資Jが峰で富士山の歌を歌いバンザーイ !!|1本

最高峰 3776m!!ヤ ッター。展望台に立つと飛

行機から雲海を見ているような不思議な気持。

資1が峰では測候所の解体が始っていて、宮 li占

田の火祭 と合わせて記念す人き時期に登頂した

のだと感慨深かつた。 下山は銀明水から御力投場

ロコースを下山。人合日迄は火山礫の急斜miを

ハイペースで下山するが滑りやすい。後を振返
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ると頂Jlか らのスロープが素‖占しい。七合 日か

らは:沙走 りとなリラス トにいたので砂ばこりに

悩まされて、苦肉の策として企rt(5人)が横

一列 となる。砂走りはザクザクと気キキよく ドれ

て、■1の 下りに感触が似ている。最初の一時 |lη

は楽 しく下れたが後 1■の 一||キ 1間 は疲れてスピー

ドが落ちる。大石小屋に近づくにつれイタドリ

が咲いていて殺風景な単 一色から色彩が戻つて

くる。大石小屋に,1着 したときは全身砂だらけ

の状態で小屋ではたきを借 り砂を払 う。余の汚

れ具合に CIン から「お風た1に入る」 と提案があ

り、全員大喜び !!タ クシーで御殿場の湯まで

となるが、原田 (71)さ んのタクシー料金の交

渉上手には脱1旧 !!

一 言 集

寒い季節に、新幹線に乗つて東京駅から西に

向かつていく時に冠雪の富■1山がその雄大な姿

を見せる。どうせ登るなら、残雪の時が 1番い

いと思い、今年 5月 に計画iしたが、残念計画倒。

夏山は、やはり詰まらなかった。 (柴 勇 )

富士山は眺める山、でも日本一の山だから一

生に一度は登 らなくてはと思つていた。ならば

と、駅から歩くコースにした。火祭 りの準備を

している参道を歩き、浅間ネll社にお参 りし、 1

合 目より登る。古に多くの登山者で賑わつたで

あろう朽ちた小屋があちこちにある。ilillれ ても

いない飯茶碗が哀れであった。古を思い、合を

重ね山頂へ。そしてお鉢巡 りも頂上小屋にス ト

ツクを忘れたお陰で 1週半。下山は名物砂走り。

もう思い残すことのない富士登山であつた。

驚いたのが登山者の多さ、そ して 7r)日 に林

立する山小屋ビ 6合 :|にはllL光川の鳳jが いて、

きわめつけは旅館σ)1呼 び込み。8合 日の小屋か

ら小僧さんが「今夜はどちらへお泊りですか ?」

…。 う―ん、ここは ^体 どこ?し かし ドから湧

き 11が つてくる雲、広大な赤 11の 斜 i角 i… …騒 々

しい人間の様子も1月係なく、111fは雄人でした

(i千 メ[イ「 r・ )

富士吉 lll駅から宙 lf山 への道のりは遠くJ:か

つた。でもおかげさまでどうにか無 J千 に〈卜|ザ:す

ることが出来ました。16返 しから ll tt Hま で′!大

けたのには感激です。選暦のよい記念になりま

した。ありがとうございました。 (:llオ 1‐ 美4コlr・ )

下か ら登つていったのは大変で したが、お鉢

巡 りができたのでllかった。  (飯 合しげ r)

単独峰で優美な裾野を広げる宮 Jf山。標高差

三千メー トル余のコースに参加 させてげ〔きまし

た。富士古 1日 駅を降りて歩き出す とドドーンと

日前に両手を広げて私たちを迎えていま tン たくぅ

途中厳 しい状況の時もありましたが リーダーを

始め皆様の激励にくより無事完歩する事が′|1来 ま

した。感無量 !!やはり大きな山で した。

(10ilxイ |ト ミr)

初日の途中でグロッキー寸前の状態になり、

"日 本一の高さ"を十三分に満喫しました。

(清家 美保子 )
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5周年記念山行の、富 士山シリーズには、延

べ 1 l llll(再〃

`戦

の御■i体山もふくめて)参力‖

した。 1らいどの山イ子も天気に恵まれ、束西南北

全ての方向からの官 :Lを楽しむことが出来た。

どちらから見る富11も裾野をゆらたりと広げ、

その秀麗かつ優美な山容は見飽きることがなか

つた。そして 8月 、常l[吉 田駅から登つて資1が

峰に立ち富士山の大きさを実感 した。残念なが

ら雲が多く、四方の山を見下ろすことは出来な

かつたが、日本最高所における雲上散歩は心地

よく、シリーズの最後に■)さ わしい楽しい山行

だった。 (武内勇二)

あまり山行に参力‖できなかったが、やはり巾

象深いのは締めの富士山 1合 日からの登山 (富

士吉田駅から)である。めったにやる事もない

だろし、あらためて富士山の大きさを感 じる事

ができて面白かった。2日 がかりで延々と登 り

は登り、下りは下りの繰 り返しで参 りました。

項上では幸いにも好天に恵まれて良かったです。

やはり大きいですね。 (北り|1勝久)

山行形式 山小屋一泊
期 日 平成 13年 8月 25日 、26日
参加数 12名
コ  ∵ス

1日 日 :我孫子駅⇒富士古IH駅～浅問ネ1味t～
中の茶屋～馬返し

～
三合日～佐藤小屋～7合

目小屋 (泊 )

2日 目:7合 目小屋～本 8合日～久須志岳～剣
が峰～銀名水～7合 日～ (大砂走り)γ新 5
合日5勺

～大谷茶屋⇒タクシー→御殿場温泉→タク
シータ→御殿場駅→我孫子1駅

要概
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<8月 >

富士山 (C須走り口)

(3776m)

リータ―゙原 田君子

「ゆつくり、ゆっくり、

亀さんで行こう。J

“頭を雲の_11に 出し、四方の山を見下ろして、

需様を下に聞く、富 :lfは 日本一の山。"

このテーマソング (?)を頂上 3776mで歌い、

万歳三唱をやる。 目的達成。あとは皆で無事に

下山すること。心配 していた酸欠による頭痛、

吐き気もなく、素1晴 らしい仲間に恵まれて、自

分では 「もう登ることは無い」と思つていた富

士山に登つてしまいました。

4年前、初めて富士山に登った時は「酸素不足

で頭はり市い」「吐き気におそわれる」大変な思い

をしながらの登頂でした。

富士山は、日本人の多くの人が 一度は登 りた

い山だそ うですが、私は、富士山は眺める山で

あつて、けつして登る山では無いと思つていま

した。

昨年 12月 、5周 年記念のイ
「

事として、皆で富

士山に登ろうということになり、なぜか 4コ ー

スの中の 1つをリーダーとして指名 され困惑し

ました。「え、なぜ私なの ?」 。三度と登らない

と思っていた私に、どうして……困った、困つ

た。と思いながら半年がアッという間に過ぎて

しまいました。 とにかくリーダー として計画i

書だけは出さなくては……参加 される会員の

方々に迷惑をかけないようにしなくては……そ

んな思いで 8ナ124Hを迎えることになりました。

須走 |1登 山道も初めてで、ちょっと心配n宙

J=山 はどのコースか ら登つても、イト山道は、シ

ッカリしているので、迷 うことはほとんど無い

が、やつぱり酸欠による高山病は心西己。 心強い

サブリーダーと、仲間にささえられ、「ゆっくり、

ゆつくり、亀さんで行こう。」を合言葉に 3776

mに向かつて一歩、一歩、進みまし/た。

山小屋に着いても、す ぐには横にならず、ゆ

っくりお茶をいただき、夕食後も外でコーヒー

タイム。くつろいだ時間を過ごしましたが、小屋

は超満員でゆつくり寝るスペースはイJ・ りませんd

2日 日は、 :■定より 10分 呵lく 出発。お人気に

も恵まれ、「Flの 出も拝めるかもしれない.」 そ

んな期待 もしながら。ゆっくり、ゆっくりの嶼

上にむかつて進みます。8時、久須志和|卜|11に が1

着。風も無く、お天気も良いのでお鉢ltilり をし

て、倹Jが峰に。 倹1が峰では、気象観測川 ドーム

が、解体されていて、「永いけ1お役 日ご「 F労 さ

ん」という思いで見ました。

下山は御殿場コースを下ります。メ1稜地帯を

抜けると、ザクザクの砂礫道。砂礫に樹ヒがもぐ

り、踏み込んだ一歩が、一歩半も進みます。 1:L

く下れて楽しいのは初めの 10分、20分 も歩く

と飽きてくる。30分、まだつづく。「砂漠の中

を歩いているの ?」 「道を間違えた ?」 何の変 fヒ

も無い道をただただ下る。 1時 1用 もザクザクと

砂礫を歩いて、やっと大石茶屋。顔は真っ;|、 1、

洋月長とザ ック|ま真った|。 ドロドロに7ウオした 1打 l:

山登山も、最後は温泉でサッパ リと汗を流 して

帰途につきました。
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1主まなみ 由布仁子 ~~~~~―
|

登頂の喜びを、最高の笑顔で Eロ

御殿場から■1合 日、須走り:て 山ヽ‖までバスで

行く、体力温存コースに参加させてもらいまし

た。

前夜は久振 りの山登りと、 日本一高い富士山

に挑戦する緊張でなかなか寝つけず、はき慣れ

たはずの登山靴が重 く感 じられた。 リーダー原

ば|(君 )さ んの 「ゆっくり時ll]を かけて Lが り

ましょう。」の一言に、L7Li深 くぅなづきマイペー

スカメさん組の出発 !!

20分 も歩くと樹林帯を抜け、見上げると赤茶

けた軽石の斜面が薄い雲のむこうまで続いてい

る。たくさんのおん蓼やホタルブクロが:美ぃて、

富士はもう秋の気配がする。ケイタイで富士吉

田駅からのB班に連絡をとってみると、まだJi

合 日にも達 していないそ うで、やっぱり下界か

らは大変な距離だ。遠くから兄ればなだらかな

登 りなのに、見えている小屋までナカナカIIJIか

ない。休憩時に酸素ボンベを試 してみる事にし

た。まず斉藤 さんが実演。めずらし物好きの私

も早速やってみる。アレ?!担 11息 を出す穴を押

さえる指 と、酸素を出すボタンを打1す指が同時

に動いちゃうョ。コレッてちょっとむつかし～

い。それとも、もうitti山 病になったのかしら。

原 さんもやつてみる。アレレ・・・遭、吸 うのを

忘れてるよ l皆でアーダコーダと楽 しい予行演

習でした。

1500、 七合日の宿泊地、太陽館に全員無事到

着。人月最後の上 日のせいか、ほぼ満杯。ざわ

つく夜にまた眠れず、3:50に 小屋を出発 したと

きは頭がボーっとしていました。 しばらくはエ

ンジンがかからず隊も舌Lれがちです。後方か ら

「チヨットマッテー。」のり:ド がかかる。そのうクリ

白み始めた空に残るIllが 思いがけない千it那「いて

見え、山靴が溶力[:を踏むザックザックとぃぅ計

が続き、時折 「フー ッ」 と大きく,日、をつくのが

1井に える。皆、頑張っているんだ。まわ りが |り
|

るくな り、頂 上か ら歓声が 11が った。静‖来光

だ !!見 上げると山頂とその直下の登山道に人

垣ができていて、あちこちからカメラタ)フ ラッ

シュがピカピカと光つている。すごい人の数だ。

山1頁にこれだけの人がいるのを見たのは夕jめ て

だ 。

私たちは人合日で雲の中からの日の出を見る6

さあtあ と一遠、くいや二遍、かな。山頂ではすっ

か り晴オし上がった空が私たちを待つていた。B

班とも合同富士登]貞 の喜びを、お互い最高の笑

顔で分かち合 う。‖!∵れた |:|に登った者だけに許

されるお鉢めぐりを済ませて最高地点の官 lf測

候所では解体

“

:業が始まる中、記念写1真 とノ」
‐
歳

三唱、そ してあの歌をl:昌 って正統な登 [り〔わといを

しました。

下 りは猛スピー ドの大砂走 りで、最初ホイホ

イ、後の方では「もう飽きた一」。フカフカの利||

かいジャリの坂をまるで浮遊するかのように‖|

り下るり感覚と、 日の周 り、 日の周りに11:い中命を

つけた友の顔は忘れ られない富十の思い出とな

るだろう。

御殿場の湯で汗とホコリを流 し、夏のイベン

ト「岳人あびこI周 年記念山行」は終わった1,

皆充実 した疲れと共に帰路についた。素敵な

仲間と岳人あびこにバンザイ、々、々。
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PS 9りJ

降雪があ

4 ‖、 1乙′
liくkり  10 11彎 1‐ く1打 J:||11貞 に

りました。

ルバムの 1へ
.――シ

゛
に記してもらいたいとの女t持

ちで、リーダー・バックラ'ッフ
・
が最大の狙いであった。

私伸1人のイ|[い は今 |口 |お鉢巡 りをすること.

今陣|、 日標をメンバ―全itで成し遂げたことに、1蔵

大の喜びを感 じた山行でした。  (和 藤清 ^)

1日 日、我孫子駅から電子11を 乗継いで御殿 1場

駅よリバスで多〔走登 ||1日
′ヽ。 登口IHか らし合 ||

のノlヽ屋 「太陽倉:IJを 目1旨 して登 り始めるぃガス

が出始め足下に注意 しながら登る。 ド界は llも

見えない。高度が 11が るにつれて樹木が無くな

り、宮 lf山特イ「のイi山 となってきた。誰 t)1高 山

ソ商にならず無事:山 小屋に到着。小屋は満 itで lri

一畳に二人の1大態だが、fll∫ とか 1引 をil llえ 出発の

準備にかかる。

2 日‖、天気はよい。 いよいよ 11イく‐の 11:き ||

指 して出発。今 日は夏体み最後の日曜 日とル,っ

て人が多い。人合‖を過ぎたあたりか ,,I〕 .り Fと

合流、頂上に無事到着、皆元気である。

一体み後、お釜巡り、資」が峰で万歳 して ド山へ。

維I殿場目七合 日からの大砂走りは大変であった。

新11合 日に着いたときは皆さんの顔、 T・ が真っ

黒。無事 l(山できて何よりでした。 (高橋 1)t雄 )

富士山を登ったのにあまり感激はないの3 11

の出も見たヨ、きオレいな星も。でもなぜか、嬉

しいとかヤッターとか′感激がないんだよね。 ら

ょつと寂 しいかな。 100才の人がI卜 っている1/2

見たからかも・・ ,。 私はあの方の半分のイliで

す。まだまだかもしれない。私も 100才・
になつ

た らウル ウル しなが ら、ヤ ッター と叫ぶか

も。… ね。そのときは又一緒にお願いします3

F菅
~葉

青空と眼下の雲と、見渡せば砂漠のような、砂

礫の山肌。白い ドームをめざしてのお鉢巡 り、

楽 しかった砂走 り。子ヽりも下りも大変だったけ

れ ど、眺めて感動、I卜 って感動、満点、大満足

の富士登山。 (高橋寿 7Jつ

Cコ ースで参加いたしました。天候にも恵ま

れ、山頂ではお鉢めぐりもして「1本一を、体験

出来本当に良かったと思います。 富士は、登

るよ りも観る山だ と 言われ 自分でもそ うか

な ?と 思っていましたが 経験に勝るものはな

いと、実感 しました。本当に、本当に !大きな

山で した。 (山本紫津子)

今回の富士山山行は原 IJI君 子リータ―゙より、サフ
゛

リータ―゙を指名された山行きでした。

メンバ-8名 が、安全登山を行いそれぞれ人生のア
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やはり li千 :lf山 は大きいの ドリの『砂メLり 』

がi由 il:|かったぃ         (Illオ寸1姿泰)

概  容
山行形式 山小屋 ^泊

りI H 平成 13イF8月 2511、 2611
参加数 8名
コ  ース

1日 日:我孫 子駅 (5:30)⇒御ル役場駅 (8:48/9/40)

→バス⇒貌走「1新 5合 H(10:40/11:15)～
6合 日～本 7合 H太陽館 (15:00 泊)

2 HI]:本 7合 日 (3:50)～本 8合 FI～ 山り〔・

久須志神社 (8:00/8:30)～ 剣が峰～ ド山 |:|

～赤岩 8合 11～ 7合 li l～ (大砂走り)～新 5

合 [15ムJ～大谷茶屋 (13:45/14:15)二〉ククシー

→御殿場温泉⇒タクシー→御殿場駅→我孫子駅
(20:40)
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<8月 > 4寺男ll崎 :fllヽ

富士
(3776■0

り|11奇 清明

視覚障害者との富士登山

1司 人山行ですが、会の記念山行と同じ8/2

5～ 26日 、川崎・坂日IJl名 は1載場の同僚 と共

に視覚障害者の 35才の男性高本君をサポー ト

して河日湖ルー トで富 JI山 登頂を目持 し、 17

名全員無事登頂に成功しました。以 ドは高本君

の感想です。

「生まれて始めての富士ζえ山。 しかも祝党障

害を負つてからという事で不安もありましたが、

当日が待ち遠 しく、絶好の登山口和に恵まれ、

参力‖者全員がアクシデン トもなく今頂し、 ド山

できた事が何より嬉 しいです。」

「実際体感 した率直な感想ですが、自分は富

士山を甘く見ていました。まさかあんな岩場が

あつて苦労するとは思いませんでしたが、高l也

で しか味わえないし―んと静寂 した星が瞬く夜

空、マイナス気温の頂上、山小屋での一泊、そ

して何よりもネ1:秘的で幻想的な雲海に顔を出 し

たご来光を拝むことが出来、涙 しました。」

「皆 さんの心温まるサポー トで、一人では決

して登れない日本最高峰の11_|を 登ることが出来

た事は、一生の想い出とともに今後の人生にお

いて力となり、支えとなるものと確信していま

す。またチャンスがありましたら他の山にも連

れて行つてください。本当にありがとうござい

ました。」

あるH職場の休憩本で私の山の111し に彦11を か「

かせた彼を見て、 |111木 ノ|と 1打 |[山 にてヽろ会 |を

つくり同じフロア)一 で募集 ヒ/た ところ、動機は

様々でり
~が

17//1の参力|1者が集まりまし́た。 今

山の経験者は 3名 でしたが、り1覚障キi千 者 との山

行経験者はいない '|「 もあつて、サポー トのlЧ 得、

メンバーの体力把1澪:を 目的に 21,11の 41肺 ||1行 を

行いました。

この準備山行で、 ‐番大切な事は本人とサポ

ーターとの信頼 1月係だと思いました。安定した

表現での一歩 一歩の指示は当然ですが、IHIり の

地形や風景、イiに物、人候等の状況を出来るだけ

伝える事によってが山そのものを共イ「し、「 ‐

緒に登る」ことが何よりも大切です。

準備山行と富士登山で私も沢山のことを学びま

した。彼のチャレンジングな姿勢や優れた感 |イ li

は私の健常者としての日常を反省させる t)′)で

したし、一番嬉しかつたのは全員無 11登 頂出来

たこともそ うですが、彼がつらい経験をしなが

らも「他の山にも行きたい」と感想を述べたこ

とです。
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山 行 一 覧 表     富士周辺の山と富士山 (平成 13年 1月 ～8月 )

*12月 の11名 +4月 の6名 の内、重複者2名 を除いた
*217名からゲスト1名 を除いた
*3延べ41名 から重複者 1名 を除いた

No. 山 名 山 域 期  日

'・

レート
・ リータ・― 参加者数

1 石老山 (新年山行 ) 道志山塊 1月 14日 A 村松 (敏 )・ 安田

2 三ツ峠一黒岳 御坂山塊 1月 20日 ～21日 B 中村 (隆 )

3 金時山 箱根 2月 11日 A 細野 (清 ) 10

4 御正体山 道志山塊 2月 27日 /4月 22日 B 安 田 15 *1

5 越前岳 愛鷹山塊 3月 18日 A 武内

6 菰釣山 西丹沢 3月 24日 ～25日 B 柴

7 沼津アルプス 東海 4月 1日 A 村松 (峰 )

8 蛾ガ岳一三方分山 御坂山塊 4月 14日 ～15日 B 村松 (敏 ) 12

9 長者ガ岳一天子ガ岳 天子山塊 5月 20日 B 高橋 (英 )

10 毛無山一十二ヶ岳 御坂山塊 6月 2日 A 大串 (秀 ) 14

思親山 天子山塊 6月 3日 A 斎藤 16 *2

12 愛鷹山 愛鷹山塊 6月 16日 ～17日 C 清家

13 雨ガ岳 天子山塊 7月 1日 A 外崎 10

14 八鉱嶺一七面山 南ア前衛 7月 14日 ～15日 B 細野 (省 ) 4

富士周辺の山 延べ参加者数 200

15 富士山(A)河 口湖コース 8月 18日 B 日下 10

16 富士山(D)富士宮コース 8月 18日 ～19日 B 榊原

17 富士山(B)浅 間神社コース 8月 25日 ～26日 B+ 川 下

18 富士山(C)須走リコース 8月 25日 ～26日 B 原田(君 )

富士山 参加者数 40 *3



可
　
一Ｉ

田
部
井
淳
子
さ
ん
を
迎
え

た
。
今
で
は
我
孫
子
市
民
を

中
心
に
会
員
、
会
友
合
わ
せ

て
６８
人
が
登
山
や

ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
ほ

か
に
、

一
般
市
民
を
対
象
に

し
た
公
開
登
山
や
障
害
者
の

人
と
の
ふ
れ
あ
い

ハ
イ
キ
ン

グ
も
実
施
し
て
好
評
を
得
て

い
る
。

ま
た
、
こ
の
会
の
理
念
の

一
つ
で
あ
る
環
境
保
護
の

一

環
と
し
て
、
我
孫
子
五
本
松

公
園
の
清
掃
、
谷
津
田
の
革

刈
り
な
ど
を
行
い
、
地
域
と

の
交
流
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
ａ
０
４
７
１

～
８８
～
７
９
２
９
原

田
さ

ん
。

発
足
５
周
年
講
演
会

山
に
登
る
こ
と
が
大
好
き

仲
間
が
集
ま

っ
て
結
成
さ
れ

岳
人
あ
び
こ

た
Ｌ
岳
人
あ
び
こ
」

（外
崎

運
会
長
）
は
、
発
足
５
周
年

記
念
と
し
て
、
９
月
９
日
午

後
１
時
３０
分
か
ら
ア
ビ
イ
ホ

ー
ル

（
イ
ト
ー
コ
ー
カ
ド
ー

我
孫
子
店
３
階
）
で
、
登
山

家
の
田
部
井
淳
子
さ
ん
を
迎

え
「世
界
の
山
々
の
美
し
さ
」

を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を

開

く
。
入
場
料
は
１
２
０
０
円

（前
売
り
１
０
０
０
円
）
。

岳
人
あ
び
こ
は
９６
年
、
初

代
の
会
長
三
浦
七
郎
さ
ん
ら

８
人

の
同
志

で
創
立

さ
れ

東葛まいにち 2001年 8月 8日号 より
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